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オートルーー′ト滑降  上田忠土  

マッターホルンも少し大き＜なってきた。約2時間の緩やかな蔓りでツェルマットを見暗  

かす標高（3660rll）の雪原の丘に立った。ここでもう登ることはないのだと思うとう  

れしくなる〕ヨーロッパアルプスの奥深＜、こ  

の雄大な大雪原に自分がいることが信じられ  

ねぐらいの世界である。もう2度と見ることが  

ないであろうこの景色を眼に焼き付け、写真に  

収めスキー滑降にはいる。雪の状態はよく、景  

初は憤斜も緩＜大きなターンを繰り返し快適  

に滑る。広いようでも滑走コースは限られてい  

るようで、刀イドの跡を忠実に滑る。外れると  

ガイドが大きな声で注意をする。（本文より）  

テントピー一夕登頂とアンナプルナtj」群を巡る 佐々木惣四郎   

翌朝5月7日午前3時起床。3時45分出発。テントは  

ハリパリに凍っているガマイナス5－7度ぐらいの感じ。  

なんと言う事のない雪のスロープを登っているうちに5  

時30分頃真っ赤な朝焼けがピークの背後に現れ1回目  

の感激。一歩毎に一呼吸のペースで行くのだが傾斜がき  

つくなるとゼイゼイと喘ぐ。稜線に出る雪璧の下 510  

0Mに7時頃壱き、約40度のスロープで約200mをピ  

ッケルにてキックステップで稜線に出る  
．勺拶．一ナノ   



フ
ラ
ン
ス
、
モ
ン
ブ
ラ
ン
の
麓
か
ら
マ
 
 

ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
の
凄
ま
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
 
 

屋
根
に
延
び
る
雲
上
の
ス
キ
ー
ツ
ア
ー
コ
 
 

ー
ス
を
歩
＜
・
こ
れ
は
私
が
北
海
道
で
 
 

山
ス
キ
ー
を
始
め
た
時
か
ら
の
夢
で
あ
っ
 
 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ア
ル
プ
ス
 
 

「
オ
ー
ト
ル
ー
ト
H
2
訂
穿
邑
邑
 
 

呂
＝
 
 

2
0
0
6
年
5
月
 
 

S
4
0
年
卒
 
上
田
息
士
 
 た

。
 
 

ム
フ
年
（
2
0
0
6
年
）
4
月
こ
の
コ
ー
ス
 
 

に
挑
戦
し
た
。
 
 

現
地
シ
ャ
モ
二
－
の
フ
ラ
ン
ス
人
ガ
イ
ド
 
 

に
案
内
さ
れ
、
山
小
屋
泊
ま
り
を
繰
り
返
 
 

し
．
総
勢
6
人
の
ク
ル
し
フ
で
あ
っ
た
が
．
 
 

天
候
不
良
、
メ
ン
バ
ー
の
体
力
不
足
か
ら
 
 

途
中
カ
ッ
ト
し
、
完
全
踏
破
に
は
な
ら
な
 
 

か
っ
た
。
し
か
し
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ア
ル
プ
ス
 
 

の
奥
深
く
に
入
り
、
ア
ル
プ
ス
山
岳
ス
キ
 
 

ー
の
真
髄
を
見
た
思
い
が
し
た
。
 
 
 

出
発
前
白
は
足
慣
ら
し
と
琴
体
調
 
 

調
整
の
た
め
□
し
プ
ウ
工
－
で
工
ギ
ユ
ー
 
 

デ
 
ミ
デ
ー
（
3
8
4
2
m
）
ま
で
上
り
 
 

バ
レ
ト
プ
ラ
ン
シ
ュ
、
メ
ー
ル
ド
ク
ラ
ス
 
 

2
氷
河
露
の
電
針
峰
群
に
囲
ま
れ
 
 

て
、
滑
走
し
た
が
楽
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
 
 

今
日
の
高
度
差
2
0
0
0
m
、
距
離
1
5
．
 
 

1
6
k
m
で
あ
っ
た
が
急
斜
琶
雪
 
 

質
も
種
々
あ
り
ス
キ
ー
技
術
の
テ
ス
ト
の
 
 

よ
う
な
も
の
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
 
 
 

翌
4
月
9
日
、
オ
ー
ト
ル
ー
ト
が
始
ま
 
 

る
。
フ
ラ
ン
ス
シ
ャ
モ
ニ
ー
近
＜
の
ア
ル
 
 

ジ
工
ン
チ
エ
－
ル
ス
キ
し
場
の
キ
ャ
ビ
ン
 
 

に
乗
り
、
ク
ラ
モ
ン
テ
（
3
2
3
3
m
）
 
 

か
ら
ア
ル
ジ
ェ
ン
チ
エ
ー
ル
氷
河
へ
の
滑
 
 

降
か
ら
始
ま
っ
た
。
オ
ー
ト
ル
ー
ト
は
氷
 
 

河
を
ス
キ
ー
板
に
シ
ー
ル
を
付
け
て
劇
弓
 
 

ま
た
ス
キ
ー
滑
走
を
繰
り
返
し
、
コ
ル
を
 
 

越
え
山
小
屋
6
泊
を
経
て
ス
イ
ス
ツ
ェ
ル
 
 

マ
ッ
ト
に
滑
り
こ
ん
だ
が
、
難
所
の
シ
ャ
 
 

ル
ド
ネ
の
コ
ル
は
悪
天
候
の
た
め
越
え
ら
 
 

れ
ず
、
ま
た
コ
ー
ス
中
表
高
所
の
ピ
ン
タ
 
 

ロ
ー
ラ
（
3
7
9
6
m
）
の
頂
上
に
立
つ
 
 

こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。
天
候
の
悪
化
と
 
 

強
風
．
頂
上
手
前
の
急
斜
面
の
ト
ラ
バ
ー
 
 

ス
は
パ
リ
ハ
リ
の
雪
の
状
態
で
通
過
を
断
 
 

念
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
ピ
ッ
ケ
ル
と
 
 

ア
イ
ゼ
ン
の
世
界
で
あ
っ
た
。
 
 
 

こ
こ
を
引
き
返
し
、
昨
夜
泊
ま
っ
た
デ
 
 

ス
小
屋
を
通
過
し
、
急
な
斜
面
と
ハ
シ
コ
 
 

を
ス
キ
ー
板
を
担
い
で
孤
軍
チ
ャ
オ
レ
 
 

の
コ
ル
を
越
え
て
ア
ロ
ー
ラ
に
滑
り
こ
ん
 
 

で
、
泊
ま
り
と
な
っ
た
。
こ
こ
は
予
定
に
 
 

な
い
泊
ま
り
場
所
で
小
さ
な
ス
キ
ー
、
登
 
 

山
基
地
に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
夕
方
か
 
 

ら
主
晃
エ
も
見
え
て
来
た
の
で
、
翌
日
ベ
ル
 
 

ト
ー
ル
の
コ
ル
（
ベ
ル
ト
ー
ル
小
屋
が
あ
 
 

る
）
に
向
か
う
こ
と
に
し
た
。
ア
ロ
ー
ラ
 
 

の
少
し
上
流
か
ら
シ
ー
ル
を
つ
け
て
登
り
 
 

始
め
る
と
モ
ン
コ
ロ
ン
が
正
面
に
見
－
ろ
 
 

ピ
ン
タ
ロ
ー
ラ
の
な
だ
ら
か
な
頂
上
が
美
 
 

し
い
。
久
々
の
好
天
気
の
た
め
歩
い
て
も
 
 

気
持
－
h
が
い
い
。
何
パ
ー
テ
ィ
か
に
追
い
 
 

越
さ
れ
る
。
彼
ら
西
洋
人
の
歩
き
は
速
い
。
 
 

左
に
大
き
＜
曲
が
り
、
高
度
感
あ
る
ト
ラ
 
 

バ
ー
ス
を
終
え
る
と
、
ベ
ル
ト
ー
ル
の
コ
 
 

ル
が
遠
望
さ
れ
た
。
こ
こ
で
小
休
止
、
今
 
 

日
の
行
程
の
半
分
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
 
 

る
。
あ
と
は
氷
河
の
中
を
緩
斜
面
か
ら
コ
 
 

ル
直
下
の
急
斜
面
へ
と
ひ
た
す
ら
登
る
。
 
 

高
度
差
1
3
0
0
m
の
登
n
く
約
5
時
間
 
 

で
コ
ル
に
着
い
た
。
わ
れ
わ
れ
の
目
標
地
 
 

マ
ツ
タ
ー
ホ
ル
ン
の
上
部
が
遠
望
き
れ
る
。
 
 

コ
ル
の
山
岳
陰
に
ス
キ
ー
板
窒
丁
ポ
し
、
鎖
 
 

の
山
岳
頃
急
な
ハ
シ
コ
を
登
巧
「
ベ
ル
ト
 
 

ル
の
山
小
屋
（
3
3
1
1
m
）
に
落
毒
 
 

ー
 
 

い
た
。
建
て
替
え
ら
れ
た
新
し
い
山
小
屋
 
 

で
あ
る
が
、
よ
＜
も
こ
ん
な
崖
の
上
に
建
 
 

と   



設
し
た
も
の
と
思
う
。
ベ
ル
ギ
ー
人
と
同
 
 

じ
テ
ー
ブ
ル
で
食
事
、
明
白
は
ツ
ェ
ル
マ
 
 

ッ
ト
に
滑
る
だ
け
の
最
後
の
夜
だ
と
思
う
 
 

と
な
ん
と
な
＜
一
蛋
」
や
か
な
雰
囲
気
に
な
 
 

る
。
満
天
の
星
が
明
日
の
天
気
を
保
証
し
 
 

て
＜
れ
て
い
る
。
 
 
 

最
終
日
（
1
5
日
）
の
朝
を
迎
え
た
。
 
 

朝
日
を
浴
び
て
針
峰
が
モ
ル
ゲ
ン
ロ
ー
ト
 
 

に
か
が
や
い
て
い
る
。
 
 

薄
暗
い
中
、
小
貫
危
険
な
岩
尾
 
 

を
慎
重
に
下
る
。
ス
キ
ー
を
壮
委
育
し
、
コ
 
 

ル
か
ら
滑
り
始
め
た
時
は
明
る
＜
な
っ
て
 
 

お
り
、
こ
の
広
い
雪
原
に
わ
れ
わ
れ
6
人
 
 

だ
け
だ
。
1
0
分
ぐ
ら
い
滑
り
下
り
た
と
 
 

こ
ろ
で
シ
ー
ル
を
付
け
大
雪
原
を
棄
の
マ
 
 

ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
に
向
け
、
ガ
イ
ド
の
跡
を
 
 

付
い
て
歩
＜
。
シ
ュ
プ
ー
ル
が
わ
ず
か
に
 
 

残
っ
て
い
る
。
タ
ン
、
デ
ラ
ン
の
秀
睦
が
 
 

輝
い
て
い
る
。
マ
ツ
タ
ー
ホ
ル
ン
も
少
し
 
 

大
き
＜
な
っ
て
き
た
。
約
2
時
間
の
緩
や
 
 

か
な
登
り
で
ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト
を
見
暗
か
す
 
 

標
高
（
3
6
6
0
m
）
の
雪
原
の
丘
に
立
 
 

っ
た
。
こ
こ
で
も
ー
（
慶
喜
今
」
と
は
な
い
の
 
 

だ
と
思
う
と
う
れ
し
 
 

＜
な
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
 
 

パ
ア
ル
プ
ス
の
奥
深
 
 

く
、
こ
の
雄
大
な
大
 
 

雪
原
に
自
分
が
い
る
 
 

こ
と
が
信
じ
ら
れ
ね
 
 

ぐ
ら
い
の
世
界
で
あ
る
。
も
う
N
度
と
見
 
 

る
こ
と
が
な
い
で
あ
ろ
う
こ
の
景
色
を
眼
 
 

に
焼
き
付
け
、
写
真
に
収
め
ス
キ
ー
滑
降
 
 

に
は
い
る
。
雪
の
状
態
は
よ
く
、
最
初
は
 
 

傾
斜
も
緩
＜
大
き
な
タ
ー
ン
を
繰
り
返
し
 
 

快
適
に
滑
る
。
広
い
よ
う
で
も
滑
走
コ
ー
 
 

ス
は
限
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
、
ガ
イ
ド
の
 
 

跡
を
忠
実
に
滑
る
。
外
れ
る
と
ガ
イ
ド
が
 
 

大
き
な
声
で
注
意
を
す
る
。
 
 

ヒ
ド
ン
ク
レ
バ
ス
が
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
。
 
 

ク
レ
バ
ス
の
横
、
育
氷
の
出
て
い
る
と
こ
 
 

ろ
、
小
さ
な
窪
み
の
通
過
な
ど
を
繰
り
返
 
 

す
、
全
く
気
が
抜
け
な
い
。
う
っ
す
ら
と
 
 

ス
キ
ー
跡
も
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
散
見
さ
れ
 
 

る
。
大
雪
原
か
ら
ツ
ム
ト
氷
河
に
入
る
と
 
 

こ
ろ
は
急
斜
面
が
続
き
緊
張
す
る
。
転
倒
 
 

し
な
い
こ
と
だ
け
に
集
中
す
る
。
ツ
ム
ト
 
 

氷
河
に
入
る
と
．
左
山
巧
右
岸
と
ク
レ
バ
 
 

ス
を
避
け
て
滑
る
。
ガ
イ
ド
の
ル
ー
ト
フ
 
 

ァ
イ
ン
ヂ
ン
ク
は
ミ
ス
が
な
く
、
す
ば
ら
 
 

し
い
。
 
 
 

マ
ツ
タ
ー
ホ
ル
ン
の
姿
が
大
き
＜
変
化
 
 

し
、
北
面
か
ら
東
面
が
見
え
て
＜
る
。
長
 
 

い
、
長
い
ツ
ム
ト
氷
河
の
ー
白
序
の
緩
や
か
 
 

な
斜
面
を
ト
ラ
バ
ー
ス
気
味
に
滑
走
し
、
 
 

対
岸
の
シ
ョ
ー
ン
ピ
ル
ヒ
ユ
ツ
一
丁
か
小
さ
 
 

＜
見
え
て
か
ら
も
長
い
。
ス
タ
ッ
フ
工
ル
 
 

に
や
が
て
到
毒
し
て
、
皆
で
ピ
ー
ル
を
飲
 
 

む
。
こ
こ
は
も
一
つ
斤
ノ
レ
ン
デ
ス
キ
ー
ヤ
ー
 
 

の
世
界
だ
。
振
り
返
る
と
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
 
 

ン
の
見
な
れ
た
寿
高
く
聾
え
て
、
わ
れ
 
 

わ
れ
が
滑
っ
て
き
た
氷
河
も
そ
の
下
に
見
 
 

え
る
。
 
 
 

プ
ー
リ
ー
を
過
ぎ
一
緩
ん
で
き
た
香
の
 
 

雪
を
滑
り
ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト
に
滑
り
こ
ん
だ
。
 
 

高
度
差
2
0
0
0
m
、
直
線
距
離
約
2
0
 
 

k
m
の
滑
走
で
あ
っ
た
。
7
日
間
の
行
動
 
 

と
氷
河
の
急
斜
面
、
悪
雪
、
長
い
滑
り
は
 
 

私
の
博
司
ス
キ
ー
技
術
の
限
界
で
あ
り
、
 
 

ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト
で
ス
キ
ー
板
を
外
し
た
と
 
 

き
は
本
当
に
ほ
っ
と
し
、
私
の
オ
ー
ト
ル
 
 

ー
ト
は
終
わ
っ
た
。
 
 

翌
日
は
ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト
の
ガ
イ
ド
の
案
内
 
 

で
オ
フ
ビ
ス
テ
ス
キ
ー
を
楽
し
み
1
シ
ャ
 
 

モ
ニ
ー
経
由
帰
国
の
途
に
つ
い
た
。
 
 

＿テ   



カ
ト
マ
ン
ズ
の
状
況
 
 
 

4
月
2
8
日
外
出
禁
止
令
が
解
か
れ
騒
乱
 
 

が
一
旦
静
ま
っ
た
ば
か
り
の
カ
ト
マ
ン
ズ
に
 
 

入
る
。
市
内
は
静
か
で
少
な
く
と
も
タ
メ
ル
 
 

地
区
は
通
常
で
あ
っ
た
が
人
は
少
な
い
よ
う
 
 

だ
。
旅
の
終
わ
り
に
判
明
し
た
事
で
あ
る
が
、
 
 

観
光
客
は
ガ
タ
減
り
で
、
そ
れ
も
欧
米
人
ば
か
 
 

り
で
、
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
内
院
で
も
1
日
1
5
 
 

人
ぐ
ら
い
で
日
本
人
に
は
一
人
会
っ
た
だ
け
 
 

で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
全
部
が
バ
ッ
テ
ィ
泊
り
の
 
 

ト
レ
ッ
カ
ー
で
登
山
パ
ー
テ
ィ
は
 
帰
り
に
 
 

会
っ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
隊
と
小
生
の
1
人
旅
だ
 
 

け
で
あ
っ
た
。
な
お
、
テ
ン
ト
ピ
ー
ク
に
7
パ
 
 

ー
テ
ィ
入
り
 
4
パ
ー
テ
ィ
の
み
成
功
と
の
 
 

情
報
で
あ
っ
た
。
 
 

ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
ペ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
よ
り
頂
上
へ
 
 
 

5
月
6
日
キ
ャ
ラ
バ
ン
最
終
地
点
で
あ
る
 
 

ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
B
C
（
4
1
3
0
m
）
よ
り
朝
 
 

7
時
出
発
、
 
 
 

ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
大
氷
河
を
横
断
し
て
対
岸
 
 

の
尾
根
に
取
り
付
く
為
、
総
勢
7
名
（
シ
ェ
ル
 
 

パ
、
コ
ッ
ク
、
ポ
ー
タ
ー
等
6
名
）
 
に
て
雪
 
 

の
凍
る
土
手
を
ザ
イ
ル
張
っ
て
下
り
、
2
時
間
 
 

ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
連
樺
（
轟
に
囲
ま
れ
た
 
 

テ
ン
ト
ピ
ー
ウ
（
室
8
凹
ぺ
の
撫
 
 

2
0
0
6
年
4
月
2
9
日
～
5
月
1
1
日
 
 

佐
々
木
想
田
即
 
 か

け
て
氷
河
を
渡
り
、
極
め
て
危
険
な
ガ
レ
場
 
 

を
超
え
て
1
3
時
頃
整
地
を
終
え
て
、
4
5
0
 
 

0
M
に
べ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
を
設
営
し
た
。
眺
望
 
 

は
 
マ
テ
ャ
プ
チ
ャ
レ
は
 
み
え
た
が
さ
程
 
 

良
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
 
 
 

翌
朝
5
月
7
日
午
前
3
時
起
床
。
3
時
4
 
 

5
分
出
発
。
テ
ン
ト
は
バ
リ
バ
リ
に
凍
っ
て
い
 
 

る
が
マ
イ
ナ
ス
5
－
7
度
ぐ
ら
い
の
感
じ
。
な
 
 

ん
と
言
う
事
の
な
い
雪
の
ス
ロ
ー
プ
を
登
っ
 
 

て
い
る
う
ち
に
5
時
3
0
分
頃
真
っ
赤
な
朝
 
 

焼
け
が
ピ
ー
ク
の
背
後
に
現
れ
1
回
目
の
感
 
 

激
。
一
歩
毎
に
一
呼
吸
の
 
ペ
ー
ス
で
行
く
の
 
 

だ
が
傾
斜
が
き
つ
く
な
る
と
ゼ
イ
ゼ
イ
と
喘
 
 

ぐ
。
稜
線
に
出
る
雪
壁
の
下
5
－
0
0
M
に
 
 

7
時
頃
着
き
、
約
4
0
度
の
ス
ロ
ー
プ
で
約
2
 
 

0
0
m
を
ピ
ッ
ケ
ル
に
て
キ
ッ
ク
ス
テ
ッ
プ
 
 

で
稜
線
に
出
る
。
 
 
 

頂
上
が
や
っ
と
眺
め
ら
れ
た
が
ま
だ
ま
だ
 
 

遠
く
頂
上
直
下
が
同
じ
よ
う
な
ス
ロ
ー
プ
で
 
 

続
い
て
い
る
。
雪
が
柔
ら
か
で
も
ぐ
り
な
か
な
 
 

か
進
ま
な
い
が
素
晴
ら
し
い
景
色
で
あ
る
。
9
 
 

時
4
5
分
パ
テ
気
味
で
頂
上
に
立
つ
。
頂
上
は
 
 

極
め
て
狭
く
2
人
座
っ
て
一
杯
で
、
辛
う
じ
て
 
 

記
念
写
真
を
と
る
。
 
 

3
6
0
度
の
パ
ノ
ラ
マ
で
、
ア
ン
ア
ブ
ル
ナ
連
 
 

峰
が
周
り
に
ズ
ラ
リ
。
こ
の
素
晴
ら
し
さ
は
 
 

カ
ラ
パ
タ
ー
ル
以
上
の
感
激
。
 
 

ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
ー
峰
（
8
0
9
－
m
）
の
 
 

左
側
は
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
南
峰
（
7
2
1
9
m
）
 
 

と
ヒ
ウ
ン
チ
ユ
リ
（
6
4
4
1
m
）
が
あ
り
、
 
 

右
側
は
カ
ン
サ
ー
ル
カ
ン
ク
（
7
4
8
5
m
）
、
 
 

タ
ル
ケ
カ
ン
グ
（
7
2
3
2
m
）
シ
ン
ク
チ
ユ
 
 

リ
（
6
5
0
1
m
）
が
あ
り
、
こ
の
テ
ン
ト
ピ
 
 

ー
ク
の
尾
根
は
シ
ン
ク
チ
ユ
リ
ヘ
続
き
－
峰
 
 

の
主
峰
に
連
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

タ
ル
ケ
カ
ン
グ
の
右
側
に
は
ガ
ン
ガ
プ
ル
 
 

ナ
（
7
4
5
4
m
）
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
川
峰
 
 
 

（
7
5
5
3
m
）
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
Ⅳ
峰
と
続
 
 

き
、
最
後
に
マ
チ
ャ
プ
チ
ャ
レ
（
6
9
9
3
m
）
 
 

が
正
面
に
来
る
。
マ
チ
ャ
プ
チ
ャ
レ
は
ヨ
ー
ロ
 
 

ッ
パ
の
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
を
2
倍
に
し
た
感
 
 

頂
上
か
ら
は
マ
チ
ャ
プ
チ
ャ
レ
が
少
し
低
 
 

く
見
え
る
様
に
な
っ
た
が
、
6
時
間
の
登
行
は
 
 

少
々
き
つ
く
、
下
り
は
2
時
間
で
べ
－
ス
キ
ャ
 
 

ン
プ
に
着
い
た
が
、
雪
が
腐
っ
て
ダ
ン
ゴ
に
な
 
 

り
パ
テ
て
し
ま
い
、
昼
飯
も
食
べ
ら
れ
な
い
有
 
 

り
様
。
9
年
前
に
エ
ク
ア
ド
ル
の
テ
ン
ポ
ラ
ッ
 
 

ソ
 
（
6
3
0
0
m
）
に
5
0
0
0
m
か
ら
1
 
 
 

じ
で
鋭
い
三
角
形
の
9
0
度
の
岩
壁
を
見
せ
 
 

て
い
る
。
 
 

こ
ん
な
迫
力
の
あ
る
景
色
に
は
お
目
に
か
か
 
 

れ
な
い
の
で
は
な
い
か
？
こ
れ
ら
の
山
々
が
 
 

地
図
上
で
は
5
－
8
キ
ロ
に
近
さ
に
あ
り
、
遠
 
 

く
に
望
め
る
程
度
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
 
 

アンナプルナⅠ峰8060m アンナプルナBCより  
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1
時
間
か
け
て
ア
タ
ッ
ク
し
た
暗
も
滅
茶
パ
 
 

テ
た
事
を
思
 
い
出
さ
さ
れ
た
。
 
 

こ
の
あ
と
す
ぐ
に
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
B
C
に
2
 
 

時
間
か
け
て
5
0
0
m
の
下
山
を
し
た
。
結
 
 

局
1
1
0
0
m
の
登
り
と
1
6
0
0
m
の
下
 
 

山
の
ー
0
時
間
行
動
と
な
り
夕
飯
も
お
か
ゆ
 
 

だ
け
で
あ
っ
た
。
 
 

特
に
ピ
ッ
ケ
ル
を
散
々
使
用
し
た
為
、
腕
と
 
 

背
骨
が
こ
っ
て
、
上
半
身
に
タ
メ
ッ
ジ
と
な
り
 
 

気
分
が
悪
く
な
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
疲
れ
 
 

る
と
高
度
の
影
響
も
出
る
よ
う
だ
。
 
 
 

畳
か
ら
は
ど
う
し
て
も
雨
模
様
と
な
り
ー
 
 

2
時
頃
つ
い
て
P
M
－
時
に
テ
ン
ト
出
発
し
 
 

て
3
時
に
着
い
た
。
 
 

ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
一
陣
8
0
0
0
m
降
の
 
 

可
能
性
に
つ
い
て
 
 
 

内
院
方
面
よ
り
は
極
め
て
困
難
な
壁
で
 
 

近
々
3
隊
が
挑
戦
す
る
も
全
て
失
敗
し
て
い
 
 

る
。
5
月
8
日
ポ
ー
ラ
ン
ド
隊
4
名
が
、
テ
ン
 
 

ト
ピ
ー
ク
の
同
一
稜
線
を
経
て
シ
ン
グ
チ
ユ
 
 

リ
6
5
0
－
m
を
超
え
て
の
挑
戦
を
開
始
し
 
 

た
。
シ
ェ
ル
パ
な
し
の
ハ
イ
ポ
ー
ク
ー
の
み
の
 
 

使
用
に
よ
る
挑
戦
で
ル
ー
ト
が
長
く
、
体
力
と
 
 

天
候
が
ポ
イ
ン
ト
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
か
わ
 
 

り
技
術
的
に
鞍
難
な
個
所
は
な
い
よ
う
に
思
 
 

わ
れ
ま
す
。
 
 

ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
内
院
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
に
つ
い
て
 
 
 

ゆ
っ
く
り
行
っ
て
行
き
5
日
帰
り
3
日
で
 
 

ア
ン
ア
ブ
ル
ナ
B
C
に
つ
く
。
た
だ
し
、
着
く
 
 

ま
で
の
景
色
は
望
め
ず
我
慢
と
辛
抱
の
キ
ャ
 
 

ラ
バ
ン
に
な
り
ま
す
が
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
B
C
 
 

に
は
そ
の
値
打
ち
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
 
 

こ
は
素
晴
ら
し
い
展
望
台
で
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
 
 

ン
の
2
倍
あ
る
マ
チ
ャ
プ
チ
ャ
レ
が
正
面
に
 
 

あ
り
、
背
後
は
－
峰
主
峰
の
岩
壁
で
い
ず
れ
 
 

も
近
く
に
あ
る
の
で
迫
力
が
あ
り
ま
す
。
 
 

5
月
の
花
を
期
待
す
る
も
チ
ョ
ム
ロ
ン
よ
り
 
 

の
石
楠
花
と
マ
チ
ャ
プ
チ
ヤ
レ
B
C
か
ら
A
 
 

B
C
へ
の
 
 

さ
く
ら
葺
？
が
華
や
か
で
、
道
中
の
い
ろ
ん
 
 

な
鳥
と
シ
ャ
ウ
リ
バ
ザ
ー
ル
で
は
ホ
タ
ル
が
 
 

沢
山
い
て
（
5
0
匹
以
 
 

上
）
バ
ッ
テ
ィ
泊
り
で
十
分
に
行
け
ま
す
。
 
 

ま
た
道
中
石
畳
の
階
段
が
多
く
チ
ョ
ム
ロ
ン
 
 

グ
の
前
 
 

後
は
4
0
分
以
上
の
階
段
が
あ
り
ま
す
。
 
 
 

今
回
は
無
理
し
て
出
た
の
で
す
が
素
晴
ら
 
 

し
い
眺
め
に
会
え
て
幸
せ
で
す
。
2
年
前
に
ア
 
 

ン
ナ
プ
ル
ナ
外
院
か
ら
 
 

ジ
ョ
ム
ソ
ン
に
で
た
の
で
裏
側
も
見
た
訳
で
 
 

地
形
が
よ
く
理
解
で
き
ま
し
た
。
 
 

テントピーク頂上とマチャプチヤレ  
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5
月
3
日
 
晴
れ
 
 

7
・
1
5
（
新
穂
高
温
粟
）
～
8
・
 
 

1
5
〈
穂
高
平
避
難
小
屋
）
～
8
・
 
 

2
0
〈
尾
根
取
付
）
～
1
0
・
5
0
 
 

〈
1
9
4
3
m
付
近
で
大
体
止
T
 
 

l
l
・
3
0
～
1
2
・
0
0
〈
テ
ン
 
 

ト
帽
歯
 
 
 

車
内
で
仮
眠
を
取
ろ
う
か
と
思
 
 

っ
て
も
寝
れ
る
わ
け
が
な
く
、
ほ
 
 

2
0
0
6
年
5
月
 
西
穂
高
山
行
報
告
 
 

現
役
 
藤
井
 
陽
介
、
和
田
 
典
之
 
 

5
月
2
日
 
 
 

現
役
は
2
0
時
に
バ
ン
を
レ
ン
タ
ル
、
集
合
場
所
で
あ
る
 
 

「
深
山
荘
」
前
駐
車
瘍
に
向
か
っ
て
出
血
巧
茨
木
で
和
田
君
を
拾
 
 

っ
て
名
神
高
速
に
入
れ
へ
そ
の
ま
ま
飛
騨
清
見
へ
。
塩
見
さ
ん
に
 
 

だ
い
ぶ
連
続
し
て
運
転
し
て
も
ら
う
。
降
り
る
頃
に
ガ
ソ
リ
ン
が
 
 

あ
ま
り
無
い
こ
と
に
気
付
き
、
心
配
症
－
ぜ
小
椋
吾
が
い
つ
も
通
り
 
 

心
配
す
る
志
山
駅
の
コ
ン
ビ
ニ
で
親
切
な
オ
ジ
サ
ン
が
糾
時
間
 
 

営
業
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
場
所
を
教
え
て
く
れ
た
の
で
寄
り
道
 
 

す
る
。
 
 
 

普
通
に
気
の
良
い
オ
ジ
サ
ン
だ
っ
た
な
ぁ
と
思
っ
て
い
た
ら
、
 
 

近
藤
さ
ん
が
「
あ
の
オ
ジ
サ
ン
、
ど
こ
か
ら
声
出
し
て
た
ん
だ
ろ
 
 

ね
。
頭
か
ら
声
が
出
て
た
み
た
ぁ
～
い
♪
る
ん
る
ん
」
あ
～
あ
云
 
 

っ
ら
や
つ
た
よ
こ
の
人
は
。
云
わ
な
い
よ
う
に
暗
黙
の
う
ち
に
了
 
 

解
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
！
オ
ジ
サ
ン
の
価
値
が
、
だ
い
ぶ
下
が
っ
 
 

て
し
ま
っ
た
。
 
 

そ
ん
な
か
ん
だ
で
、
日
の
出
と
同
時
に
駐
車
場
に
着
く
。
み
な
さ
 
 

ん
ほ
と
ん
ど
寝
て
い
な
い
。
 
 

MSHIHOの   

し
ま
っ
た
（
山
田
サ
ン
は
ま
だ
登
り
 
 

た
そ
う
だ
っ
ー
r
掠
り
現
役
が
目
で
訴
え
た
・
こ
。
 
 
 

も
ー
之
亘
ら
な
く
て
い
い
と
思
う
と
元
気
が
出
て
し
ま
っ
て
、
テ
 
 

ン
ト
建
て
た
後
、
と
て
も
大
き
な
ト
イ
レ
を
作
っ
て
し
ま
っ
一
馬
 
 

大
山
に
行
っ
た
時
、
±
口
村
さ
ん
が
「
女
性
用
ト
イ
レ
掘
っ
て
あ
げ
 
 

な
き
ゃ
タ
メ
よ
」
な
ん
て
言
っ
て
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
の
で
、
 
 

も
う
一
つ
掘
る
。
男
性
用
ト
イ
レ
よ
り
大
き
＜
作
ろ
う
か
と
思
っ
 
 

一
歩
、
怒
ら
れ
そ
う
だ
っ
た
の
で
辞
め
た
。
 
 
 

ト
イ
レ
掘
り
が
楽
し
か
っ
た
為
か
、
テ
ン
ト
に
戻
っ
て
も
寝
れ
 
 

な
い
。
こ
う
い
う
場
合
は
小
椋
君
と
暗
い
話
を
す
る
。
「
生
き
て
い
 
 

く
の
苦
し
い
よ
ね
～
」
な
ん
て
話
し
て
る
く
周
り
か
ら
野
次
が
 
 

飛
ん
で
＜
る
。
世
の
中
の
人
は
悲
観
的
な
人
間
を
嫌
う
の
だ
ろ
う
 
 

か
。
 
 

ぽ
徹
夜
状
態
で
伴
サ
ン
・
山
田
サ
 
 

ン
・
兵
頭
サ
ン
と
合
流
し
、
ゆ
っ
＜
 
 

り
準
備
し
て
出
発
す
る
。
〈
準
備
の
状
 
 

態
か
ら
す
で
に
キ
ッ
い
！
）
頭
は
ボ
 
 

ケ
て
使
い
物
に
な
ら
な
か
っ
た
が
、
 
 

そ
れ
な
り
に
体
は
動
く
も
の
で
あ
っ
 
 

た
。
何
も
考
え
ず
に
歩
い
て
い
た
ら
 
 

い
つ
の
間
に
か
テ
ン
ト
場
に
着
い
て
 
 

い
つ
の
間
に
か
夕
方
に
な
n
へ
 
 

ペ
ミ
カ
ン
カ
レ
ー
を
作
る
。
吐
き
 
 

そ
う
に
な
る
。
塩
辛
ノ
ン
と
小
椋
 
 

サ
ン
が
最
後
ま
で
食
べ
て
く
れ
た
 
 

の
で
助
か
っ
た
。
 
 
 

歯
磨
き
を
し
て
、
明
日
は
晴
れ
 
 

そ
う
だ
な
～
楽
し
み
だ
な
で
l
ノ
と
思
 
 

い
な
が
ら
寝
る
。
 
 

MSHIHOのⅠ  
S
 
 

MSHIHOの  

山
頂
か
ら
の
眺
め
は
素
晴
ら
し
い
も
 
 

の
だ
っ
た
。
南
・
中
央
ア
ル
プ
ス
と
 
 

は
ひ
と
味
も
ふ
た
味
も
遣
っ
て
見
え
 
 

た
。
ま
た
来
た
い
、
と
思
っ
た
瞬
間
 
 

で
も
あ
る
。
奥
穂
高
や
格
が
お
い
で
 
 

お
い
で
と
ぅ
ブ
コ
ー
ル
を
送
っ
て
き
 
 

た
が
、
「
ま
た
今
度
ね
、
ハ
イ
ハ
イ
ー
」
 
 

と
フ
ツ
て
あ
げ
た
。
名
残
惜
し
ま
ず
 
 

に
潔
く
」
辿
り
云
る
の
が
ミ
リ
で
あ
る
。
 
 

易
い
。
準
備
し
て
出
発
二
日
同
度
が
上
 
 

が
る
に
つ
れ
て
乗
鞍
岳
や
笠
ケ
岳
な
ん
か
が
良
く
見
え
て
＜
る
 
 

（
－
他
の
山
の
名
前
わ
か
ん
な
い
し
）
。
1
・
5
時
間
く
ら
い
尾
根
 
 

上
を
登
っ
た
後
、
兵
頭
サ
ン
に
導
か
れ
て
大
き
な
沢
ち
±
空
曹
る
。
 
 

見
た
目
よ
り
長
か
っ
た
か
ら
、
途
中
で
気
分
的
に
疲
れ
て
し
ま
っ
 
 

た
。
 
 
 

再
び
稜
線
上
に
出
、
少
し
休
ん
で
山
頂
を
目
指
し
た
。
途
中
で
 
 

雷
鳥
の
つ
が
い
が
ひ
ょ
こ
ひ
ょ
こ
現
れ
感
動
。
丸
々
し
て
可
愛
い
。
 
 

写
真
撮
ろ
う
と
患
っ
た
ら
滑
落
し
そ
う
に
。
谷
に
喰
わ
れ
か
け
た
。
 
 

危
な
い
危
な
い
、
雷
鳥
に
殺
さ
れ
か
け
ー
唱
 
 
 

5
月
4
日
 
晴
れ
 
 

4
・
3
0
（
起
床
〉
′
）
6
・
0
0
〈
出
発
 
 

～
9
・
3
0
⊥
西
穂
高
山
頂
T
l
 
 

O
・
3
0
～
1
2
・
4
0
〈
テ
ン
ト
憧
＠
 
 
 

朝
食
は
ペ
ミ
カ
ン
ラ
ー
メ
ン
。
自
 
 

分
の
作
っ
た
ペ
ミ
カ
ン
な
ら
、
自
分
 
 

の
好
み
に
合
わ
せ
て
い
る
の
で
食
べ
 
 

山
頂
に
着
く
少
し
前
に
、
山
田
サ
ン
が
先
頭
を
譲
っ
て
＜
れ
た
 
 

の
で
、
山
頂
か
ら
の
眺
望
を
あ
り
が
た
＜
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。
 
 MSHIHOのⅠ   
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下
山
途
中
、
兵
頭
サ
ン
山
田
サ
ン
に
よ
る
懸
垂
下
降
の
練
習
を
 
 

す
る
。
初
め
て
だ
っ
た
為
か
、
わ
＜
わ
＜
し
て
面
白
か
っ
た
。
そ
 
 

れ
と
同
時
に
、
こ
う
い
う
こ
と
で
き
な
い
と
、
ま
と
も
な
山
登
れ
 
 

な
い
な
ぁ
と
実
感
し
た
瞬
間
で
も
あ
っ
た
。
一
ケ
日
〕
別
に
南
ア
ル
 
 

ブ
ス
に
行
っ
た
時
、
北
岳
を
諦
め
た
苦
い
経
験
を
思
い
出
す
。
今
 
 

度
の
冬
こ
そ
は
ザ
イ
ル
持
っ
て
行
く
ど
て
へ
と
心
に
思
う
。
 
 

下
り
は
伴
サ
ン
が
早
い
。
や
は
り
年
季
が
違
う
李
ノ
く
ず
ぽ
 
 

ず
ぽ
雪
に
足
を
取
ら
れ
な
が
ら
思
っ
て
い
た
。
テ
ン
ト
場
に
書
い
 
 

て
適
当
に
過
ご
す
。
テ
ン
ト
内
が
籠
っ
て
い
た
の
で
外
で
本
を
読
 
 

も
う
と
し
た
ら
、
伯
父
さ
ま
達
と
マ
ド
モ
ア
ゼ
ル
に
捕
ま
っ
て
し
 
 

ま
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
お
陰
で
ひ
と
つ
単
語
貯
増
え
た
。
「
心
ぶ
 
 

ら
」
＝
心
斎
橋
を
ぶ
ら
ぶ
ら
す
る
こ
と
よ
か
っ
た
「
よ
か
っ
た
。
 
 
 

夕
飯
は
ペ
ミ
カ
ン
豚
汁
。
こ
れ
も
ま
た
食
べ
る
の
が
辛
か
っ
た
。
 
 

水
を
多
め
に
入
れ
な
き
ゃ
タ
メ
で
す
ね
。
 
 

蛋
 
 
 

実
は
北
ア
ル
プ
ス
自
体
行
＜
の
が
初
め
て
で
、
雪
の
曲
事
こ
眺
顎
王
 
 

に
驚
き
ま
し
た
。
時
間
が
あ
れ
ば
独
 
 

り
で
縦
走
し
た
み
た
い
と
も
考
え
て
 
 

ま
す
。
南
・
中
央
ア
ル
プ
ス
も
春
に
 
 

し
か
行
っ
た
こ
と
が
な
い
一
句
他
の
 
 

時
期
に
も
行
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
 
 

す
し
、
当
分
の
闇
は
興
味
が
尽
き
る
 
 

こ
と
は
な
さ
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
 
 

5
／
7
に
和
田
君
宅
へ
お
邪
魔
し
た
 
 

こ
と
が
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
と
 
 

云
う
・
・
。
 
 
 

あ
と
、
自
分
は
ま
だ
ま
だ
ガ
キ
だ
な
ぁ
と
思
っ
て
し
ま
っ
た
。
 
 

な
ん
と
な
く
。
 
 

MSHIHOの  

よ
う
に
は
止
ま
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
 
 
 

雪
質
の
影
響
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
2
時
間
半
程
度
で
下
ま
で
た
 
 

ど
り
善
い
た
後
温
泉
に
入
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
露
天
風
呂
で
皆
 
 

さ
ん
ゆ
っ
た
り
入
浴
し
て
ま
し
ー
短
、
入
浴
時
間
の
短
い
僕
は
半
身
 
 

浴
で
あ
ま
り
中
に
入
ら
ず
に
の
ん
び
り
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
買
 
 

い
出
し
に
行
＜
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
い
つ
も
の
こ
と
な
が
ら
か
 
 

な
り
大
量
に
買
い
込
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
ん
な
に
た
＜
さ
ん
食
べ
ら
 
 

れ
る
の
か
と
思
い
ま
し
た
が
僕
と
は
食
欲
が
違
う
の
で
静
観
し
て
い
 
 

ま
し
た
。
そ
の
後
の
食
事
で
は
ア
ル
コ
ー
ル
を
い
つ
も
よ
り
多
め
に
 
 

飲
み
ま
し
た
が
、
特
に
変
化
は
生
じ
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
少
し
ず
 
 

つ
な
ら
案
外
大
丈
夫
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
 
 

透
過
 
 
 

他
の
人
と
同
じ
に
な
る
か
と
は
思
い
ま
す
が
、
天
気
が
良
か
っ
た
 
 

の
で
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
5
日
、
6
日
は
の
ん
び
り
す
る
こ
と
 
 

も
出
来
ま
し
た
の
で
。
個
人
的
に
は
ペ
ミ
カ
ン
を
使
わ
ず
に
終
わ
っ
 
 

て
し
ま
っ
た
の
が
ら
よ
っ
と
痛
か
っ
た
で
す
。
 
 

五
月
山
の
感
想
 
 
（
小
椋
 
剛
）
 
 
 

△
フ
回
の
一
番
あ
り
が
た
か
っ
た
事
は
、
合
盾
参
加
メ
ン
バ
1
が
 
 

率
先
し
て
計
画
に
協
力
し
て
＜
れ
た
事
で
す
。
そ
し
て
、
合
堅
甲
、
 
 

部
員
間
で
嫌
な
空
気
が
広
川
れ
る
事
が
そ
ん
な
に
無
＜
て
程
々
の
 
 

良
い
雰
囲
気
郡
宣
胃
甲
ず
っ
と
続
き
ま
し
た
。
ま
一
位
比
弓
西
穂
 
 

5
月
5
日
（
金
）
 
 
和
田
典
之
 
 
 

今
白
は
下
山
の
日
で
す
。
テ
ン
ト
 
 

の
撤
収
に
は
も
う
少
し
時
間
が
か
 
 

か
る
か
と
思
い
ま
し
た
が
、
ム
フ
回
は
 
 

ま
ず
ま
ず
迅
速
に
で
き
た
の
で
は
 
 

な
い
で
し
ょ
う
か
。
途
中
雪
上
訓
練
 
 

を
行
い
ま
し
た
が
、
あ
ま
り
思
っ
た
 
 

MSHIHOの  0
 
 
 

西
稜
を
楽
し
ん
で
登
れ
た
よ
う
で
次
も
ま
た
山
へ
行
こ
一
つ
と
い
 
 

う
、
山
岳
部
と
し
て
良
い
ム
ー
ド
に
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
訳
で
、
 
 

△
フ
回
の
合
宿
は
、
ム
フ
ま
で
の
大
半
の
合
南
と
違
っ
て
、
今
後
の
山
 
 

岳
部
と
し
て
の
活
動
に
「
大
き
な
」
希
望
が
持
て
る
も
の
と
な
っ
 
 

た
と
患
い
ま
す
。
 
 

［
5
月
山
の
霹
 
塩
見
 
♯
平
 
 
 

修
士
論
文
の
作
成
で
か
な
り
体
力
を
消
耗
し
た
の
で
、
△
フ
回
の
 
 

山
行
に
は
体
力
的
に
不
茅
あ
り
ま
し
た
が
、
実
際
に
登
っ
て
み
 
 

る
と
そ
れ
ほ
ど
体
力
は
薄
ら
て
お
ら
ず
、
よ
か
っ
た
で
す
。
僕
に
 
 

と
っ
て
関
吾
が
抜
け
近
藤
さ
ん
が
加
わ
っ
た
初
め
て
の
山
だ
っ
 
 

た
の
で
、
新
鮮
で
し
た
。
予
備
日
を
使
わ
ず
に
済
み
、
そ
の
た
め
 
 

丸
一
日
、
ヒ
ユ
ツ
ー
丁
島
零
駒
ヶ
根
周
辺
で
逸
」
す
こ
と
が
で
き
 
 

山
と
は
ま
た
違
う
楽
し
み
が
味
わ
え
ま
し
た
。
 
 
 

和
田
君
の
家
に
行
か
な
か
っ
た
の
が
ム
フ
回
僕
の
犯
し
た
唯
一
最
 
 

大
の
失
敗
で
し
ー
短
、
こ
れ
か
ら
も
っ
と
山
に
登
ろ
う
と
改
め
て
 
 

思
っ
た
有
意
義
な
コ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
な
り
ま
し
た
。
 
 

［
5
月
山
の
感
想
］
 
近
藤
 
由
佳
 
 
 

天
候
に
恵
ま
れ
、
本
当
に
よ
い
山
行
き
で
し
た
。
歩
い
た
コ
ー
 
 

ス
も
変
化
が
あ
っ
て
面
白
か
っ
た
し
、
西
穂
高
山
頂
か
ら
の
景
色
 
 

も
自
警
同
で
し
た
。
出
発
前
は
い
ろ
い
ろ
と
不
安
も
あ
り
ま
し
ー
短
、
 
 

行
っ
て
し
ま
■
つ
パ
ぱ
不
安
も
消
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
琶
体
力
 
 

が
足
り
な
い
の
で
少
し
き
つ
い
登
り
が
綺
く
と
辛
か
っ
た
し
、
 
 

足
が
抜
け
や
す
い
場
所
は
歩
き
に
＜
＜
大
変
で
し
た
。
今
回
は
女
 
 

性
用
ト
イ
レ
を
つ
＜
っ
て
＜
れ
た
り
と
、
や
っ
ぱ
り
女
性
と
い
う
 
 

こ
と
で
男
子
部
員
や
O
B
の
万
々
に
は
気
遣
っ
て
も
ら
っ
た
の
か
 
 

な
ぁ
と
思
い
ま
す
。
い
つ
も
あ
り
が
と
う
こ
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
 
 

ら
も
よ
ろ
し
＜
お
願
い
し
ま
す
。
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こ
と
し
も
G
W
に
は
山
ス
キ
ー
を
楽
し
ま
せ
て
い
た
 
 

だ
き
ま
し
た
。
好
天
に
恵
ま
れ
て
、
計
画
通
り
の
山
行
 
 

を
行
う
こ
と
が
で
き
、
誠
に
ラ
ッ
キ
ー
だ
っ
た
と
感
謝
し
 
 

て
お
り
ま
す
。
実
は
久
し
ぶ
り
の
テ
ン
ト
を
担
い
で
の
ス
 
 

キ
ー
山
行
で
、
体
力
の
蓑
え
を
ヒ
シ
ヒ
シ
と
実
感
し
た
 
 

山
行
で
も
あ
り
ま
し
た
。
重
荷
を
背
負
っ
て
ス
キ
ー
を
 
 

す
る
の
は
け
つ
こ
う
つ
ら
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
急
斜
 
 

面
で
素
早
い
切
り
返
し
を
要
求
さ
れ
る
と
き
に
、
脚
力
 
 

が
な
く
ス
キ
1
の
抑
え
が
効
か
な
い
状
態
と
な
っ
て
し
 
 

ま
う
の
で
す
。
 
 
 

わ
が
市
大
山
岳
会
で
は
い
つ
ま
で
も
若
手
で
す
が
、
 
 

ぼ
く
も
5
0
才
に
な
ろ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
定
年
を
 
 

過
ぎ
て
厳
し
い
山
行
に
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
諸
先
輩
に
 
 

は
怒
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
も
う
ス
キ
1
幕
営
山
行
 
 

は
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
危
惧
も
あ
り
ま
す
。
 
 

そ
れ
で
い
ま
ま
で
に
行
っ
た
ス
キ
ー
山
行
で
あ
ま
り
ガ
 
 

イ
ド
ブ
ッ
ク
に
は
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
を
、
総
集
 
 

編
と
し
て
ま
と
め
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
 
 

山
ス
キ
ー
 
お
勧
め
と
危
険
に
つ
い
 
 

昭
和
5
6
年
卒
 
田
中
博
之
 
 

柳
又
谷
源
流
～
旭
岳
北
西
馨
り
返
し
～
稜
線
を
猫
又
 
 

山
付
近
～
大
ナ
ル
谷
～
ナ
ル
谷
乗
趨
～
柳
又
谷
横
断
r
 
 

赤
男
谷
j
嘲
日
岳
 
 

豊
可
大
零
下
山
は
章
温
よ
†
平
岩
 
 
 

柳
又
谷
ク
ラ
ガ
リ
峡
は
デ
ブ
リ
だ
ら
け
で
滑
っ
て
も
 
 

お
も
し
ろ
く
な
い
だ
ろ
う
と
の
予
想
で
、
ク
ラ
ガ
リ
峡
 
 

を
バ
イ
パ
ス
し
ま
し
た
。
旭
岳
北
西
稜
に
登
り
返
し
て
 
 

北
西
面
の
レ
ン
ゲ
谷
を
滑
っ
て
清
水
岳
に
登
り
返
す
予
 
 

定
で
し
た
が
、
季
節
は
ず
れ
の
降
雪
で
雪
崩
を
恐
れ
て
 
 

レ
ン
ゲ
谷
に
は
入
ら
ず
に
稜
線
を
行
き
ま
し
た
。
大
ナ
 
 

ル
谷
源
頭
で
は
清
水
岳
寄
り
は
雪
庇
が
大
き
く
、
猫
又
 
 

山
に
近
付
か
な
い
と
滑
り
込
め
ま
せ
ん
で
し
た
。
つ
ま
 
 

り
、
予
定
通
り
に
清
水
岳
に
登
り
返
し
て
い
て
も
多
少
 
 

は
稜
線
を
ス
キ
ー
ト
ラ
ー
ゲ
ン
す
る
こ
と
に
な
り
、
ハ
 
 

イ
マ
ツ
の
ブ
ッ
シ
ュ
に
苦
し
み
ま
す
。
あ
と
は
問
題
に
な
 
 

る
箇
所
は
な
く
柳
又
谷
も
ス
ノ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
で
横
断
可
 
 

能
で
、
朝
日
岳
へ
の
登
り
返
し
も
楽
し
い
も
の
で
し
た
。
 
 

清
水
谷
二
俣
上
部
白
鳥
尻
か
ら
登
り
大
書
渓
、
下
り
 
 

杓
子
沢
、
小
日
向
の
コ
ル
経
由
で
日
帰
り
 
 
 

柳
又
谷
の
ス
キ
ー
を
狙
い
な
が
ら
天
気
が
悪
く
、
一
 
 

日
の
好
天
を
と
ら
え
て
行
き
ま
し
た
。
静
寂
で
い
い
コ
ー
 
 

ス
で
す
。
 
 

堆
山
～
御
前
容
－
立
山
中
央
穣
2
．
2
7
9
m
独
攫
下
 
 

～
内
蔵
助
平
～
ハ
シ
ゴ
谷
乗
越
†
北
股
l
小
窓
～
西
仙
 
 

人
谷
～
自
萩
川
～
ブ
ナ
ク
ラ
谷
～
折
尾
谷
†
西
谷
～
平
 
 

蓋
～
毛
勝
山
！
‡
又
谷
 
 
 

御
前
谷
は
滝
が
あ
り
下
ま
で
滑
れ
ま
せ
ん
。
N
N
遥
ヨ
 
 

御
山
谷
～
2
．
〇
5
6
m
葺
下
の
コ
ル
～
中
ノ
谷
～
刈
 
 

安
＊
～
五
色
が
原
～
ヌ
ク
イ
谷
上
部
～
越
中
沢
岳
‡
尾
 
 

根
l
廊
下
沢
卜
桑
川
～
ス
ゴ
沢
～
薬
師
岳
ま
で
＃
走
 
 

～
薬
師
沢
右
俣
－
薬
師
沢
左
倶
左
＃
■
根
～
北
ノ
俣
岳
 
 

l
神
岡
新
遭
 
 

立
山
か
ら
槍
ヶ
岳
ま
で
ス
キ
ー
で
行
く
日
本
オ
ー
ト
ル
 
 

ー
ト
は
ほ
と
ん
ど
滑
り
を
楽
し
め
な
い
の
で
、
い
く
つ
か
 
 

の
谷
を
つ
な
い
で
み
よ
う
と
計
画
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
 
 

そ
の
前
半
で
す
。
問
題
は
黒
部
川
が
切
れ
て
い
た
ら
失
 
 

敗
す
る
こ
と
で
す
。
廊
下
沢
出
合
は
崩
壊
し
か
け
の
ス
 
 

ノ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
で
黒
部
川
を
右
岸
へ
。
さ
ら
に
ス
ゴ
沢
出
 
 

合
は
完
全
に
埋
ま
っ
て
お
り
容
易
に
左
岸
へ
。
薬
師
沢
右
 
 

俣
は
出
合
付
近
で
切
れ
て
い
ま
し
た
が
、
簡
単
に
巻
け
 
 

ま
し
た
。
廊
下
沢
出
合
の
状
態
が
心
配
で
す
が
、
大
雪
 
 

の
年
な
ら
お
勧
め
で
す
。
 
 

槍
ヶ
岳
ま
で
の
後
半
も
仲
間
内
で
は
実
行
さ
れ
ま
し
た
 
 

が
、
都
合
で
参
加
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
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唐
松
岳
∫
≠
鬼
啓
上
部
～
白
岳
～
シ
ラ
タ
ケ
沢
～
カ
ク
 
 

ネ
里
～
キ
レ
ッ
ト
沢
～
キ
レ
ッ
ト
越
え
で
鹿
島
槍
～
鹿
i
 
 

萎
面
の
沢
～
♯
小
点
訳
～
穐
池
小
且
北
西
の
尾
根
 
 

～
†
沢
 
 
 

ス
キ
ー
を
担
い
で
兼
用
靴
で
キ
レ
ッ
ト
を
越
え
る
の
 
 

は
恐
ろ
し
い
も
の
で
し
た
が
、
鹿
島
槍
の
南
乗
面
は
極
 
 

楽
ス
キ
ー
で
、
棒
小
屋
沢
と
の
出
合
も
完
全
に
埋
ま
っ
 
 

て
お
り
ま
し
た
。
鹿
島
槍
の
頂
上
ま
で
ス
キ
ー
を
あ
げ
 
 

る
の
に
よ
さ
そ
う
な
コ
ー
ス
が
あ
れ
ば
お
勧
め
で
す
。
 
 

扇
沢
は
ひ
ど
い
ぐ
し
や
ぐ
し
や
雪
で
滑
る
と
シ
ュ
プ
ー
ル
 
 

あ
と
が
雪
崩
れ
て
不
気
味
で
し
た
。
 
 

独
標
下
を
乗
越
す
と
わ
ず
か
な
登
り
返
し
で
内
蔵
助
 
 

平
に
入
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
こ
こ
ま
で
は
お
勧
め
で
 
 

す
。
 
 

小
窓
を
越
え
て
酉
仙
人
谷
は
上
部
が
急
、
下
部
は
デ
ブ
 
 

リ
だ
ら
け
で
お
も
し
ろ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
 
 

こ
の
と
き
は
白
萩
川
が
取
入
口
ま
で
滑
降
可
能
で
し
た
。
 
 

通
常
は
鷹
の
ス
ワ
リ
ゴ
ル
ジ
ュ
で
雪
が
切
れ
ま
す
。
そ
れ
 
 

ほ
ど
大
雪
の
年
で
し
た
が
、
折
尾
谷
は
小
黒
部
谷
の
手
 
 

前
で
切
れ
、
西
谷
ま
で
ス
キ
ー
を
担
い
で
や
ぶ
こ
ぎ
さ
 
 

せ
ら
れ
ま
し
た
。
か
な
り
悪
趣
味
コ
ー
ス
。
お
勧
め
度
は
 
 

低
い
で
す
。
お
ま
け
に
毛
勝
山
へ
の
登
り
は
雨
で
し
た
。
 
 

奥
大
日
岳
～
小
又
川
カ
ス
ミ
沢
～
大
日
山
沢
～
大
日
岳
 
 
 

奥
大
日
岳
か
ら
の
滑
り
出
し
は
雪
庇
の
切
れ
目
を
見
 
 

つ
け
て
は
い
り
ま
す
。
叙
岳
を
正
面
に
し
た
滑
降
が
魅
 
 

力
。
大
日
山
沢
の
出
合
ま
で
雪
は
切
れ
て
い
ま
せ
ん
。
 
 

問
題
は
大
日
平
か
ら
称
名
滝
ま
で
の
下
り
が
滑
れ
な
い
 
 

こ
と
で
す
。
せ
っ
か
く
の
下
り
な
の
に
滑
れ
る
だ
け
の
雪
 
 

が
あ
り
ま
せ
ん
。
大
雪
な
ら
い
け
る
と
い
う
噂
も
あ
り
 
 

ま
す
が
。
 
 

槍
沢
～
氷
河
公
園
～
機
尾
木
谷
～
瀧
沢
！
奥
議
蔦
岳
～
 
 

白
出
沢
 
 
 

G
W
に
は
小
屋
を
利
用
し
て
い
け
ま
す
。
で
も
上
高
地
 
 

か
ら
槍
沢
口
ッ
ジ
付
近
ま
で
行
か
な
い
と
ス
キ
ー
は
使
 
 

え
ま
せ
ん
。
横
尾
本
谷
は
人
が
お
ら
ず
快
適
で
す
。
白
 
 

出
沢
も
人
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
大
滝
を
ス
キ
ー
ト
 
 

ラ
ー
ゲ
ン
で
巻
か
ね
ば
な
ら
ず
、
全
く
快
適
で
は
あ
り
 
 

ヰ
山
～
御
前
沓
～
内
蔵
助
平
～
北
股
†
池
ノ
平
（
三
ノ
恵
 
 

琶
池
ノ
平
山
住
苦
i
小
黒
郡
谷
上
部
－
大
志
j
 
 

白
萩
川
 
 
 

有
名
な
叙
岳
一
周
コ
ー
ス
と
御
前
谷
を
合
体
さ
せ
た
 
 

だ
け
で
、
目
新
し
さ
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
景
観
の
よ
さ
 
 

は
抜
群
で
お
勧
め
度
は
最
高
位
で
す
。
三
ノ
窓
往
復
は
 
 

厳
し
い
だ
け
で
や
め
た
方
が
賢
明
で
す
。
 
 

わ
が
市
大
山
岳
会
で
は
栂
池
で
ス
キ
ー
合
宿
が
行
わ
 
 

れ
て
い
ま
す
が
、
ぽ
く
は
た
い
て
い
都
合
が
悪
く
て
参
加
 
 

で
き
て
お
り
ま
せ
ん
。
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
H
P
 
 
 

雄
山
～
血
龍
巻
て
内
費
平
～
北
股
～
池
ノ
平
（
池
ノ
平
 
 

山
、
仙
人
山
喜
～
小
患
沓
～
折
尾
容
－
ブ
ナ
ク
ラ
 
 

彙
趨
～
♯
又
山
～
♯
又
谷
 
 
 

こ
と
し
の
コ
ー
ス
。
大
雪
だ
っ
た
の
で
今
度
こ
そ
小
黒
 
 

部
谷
は
つ
な
が
っ
て
い
る
に
ち
が
い
な
い
と
信
じ
て
行
っ
 
 

て
み
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
折
尾
谷
と
の
出
合
は
切
れ
 
 

て
い
て
崩
壊
寸
前
の
ス
ノ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
渡
り
や
雪
壁
登
り
、
 
 

ス
キ
ー
ト
ラ
ー
ゲ
ン
で
の
へ
つ
り
と
や
ぶ
こ
ぎ
な
ど
い
じ
 
 

め
ら
れ
ま
し
た
。
お
ま
け
に
大
窓
へ
の
谷
を
わ
け
て
、
少
 
 

し
滑
る
と
デ
ブ
リ
だ
ら
け
で
お
勧
め
度
は
低
い
で
す
。
 
 

ブ
ナ
ク
ラ
乗
越
か
ら
猫
又
山
へ
の
登
り
は
2
．
〇
〇
O
m
 
 

く
ら
い
ま
で
ス
キ
ー
ト
ラ
ー
ゲ
ン
で
し
た
が
、
叙
岳
の
 
 

景
観
は
す
ば
ら
し
い
で
す
。
池
ノ
平
山
、
仙
人
山
は
景
 
 

観
、
ス
キ
ー
と
も
最
高
で
し
た
。
 
 

小
黒
部
谷
で
の
苦
行
を
も
の
と
も
し
な
い
方
に
は
景
観
 
 

の
上
か
ら
は
超
お
勧
め
コ
ー
ス
で
す
。
 
 

ま
せ
ん
。
あ
と
は
人
だ
ら
け
で
す
。
 
 

ス
キ
ー
の
観
点
か
ら
は
文
明
の
利
器
で
高
度
を
稼
げ
、
 
 

雪
も
多
い
立
山
方
面
が
お
勧
め
で
し
ょ
う
。
 
 

タ  



で
も
、
山
ス
キ
ー
は
け
っ
こ
う
リ
ス
ク
も
大
き
い
で
す
。
 
 

通
常
の
雪
山
登
山
よ
り
も
雪
崩
に
遭
う
可
能
性
が
格
段
 
 

に
高
い
で
す
。
ぼ
く
も
妙
高
外
輪
山
へ
の
山
ス
キ
ー
で
足
 
 

元
か
ら
雪
崩
れ
て
間
一
髪
と
い
う
目
に
遭
っ
て
い
ま
す
。
 
 

当
日
は
大
雪
の
翌
日
で
無
風
快
晴
で
し
た
。
こ
う
い
う
 
 

日
が
も
っ
と
も
危
な
い
の
で
す
。
こ
と
し
は
大
雪
で
4
月
 
 

に
や
た
ら
と
雪
崩
に
よ
る
遭
難
の
報
道
が
あ
り
ま
し
 
 

た
。
 
 
 

山
ス
キ
ー
を
す
る
方
は
ど
－
コ
ン
、
ス
コ
ッ
プ
、
ゾ
ン
 
 

デ
の
3
種
の
神
器
を
携
行
し
て
山
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
 
 

で
き
れ
ば
雪
崩
講
習
会
な
ど
に
参
加
す
る
の
が
よ
い
よ
 
 

う
で
す
。
噂
で
は
怖
く
な
っ
て
山
ス
キ
ー
な
ど
辞
め
て
 
 

し
ま
う
の
で
非
常
に
有
効
な
よ
う
で
す
。
ぼ
く
は
今
年
 
 

参
加
予
定
で
し
た
が
、
仕
事
が
休
め
ず
に
参
加
で
き
ま
 
 

せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
、
ま
だ
怖
く
な
ら
ず
に
山
ス
キ
 
 

に
は
山
ス
キ
ー
の
記
録
も
見
ら
れ
ま
す
。
山
ス
キ
ー
は
 
 

雪
山
を
相
手
に
す
る
方
法
と
し
て
は
比
較
的
体
力
が
な
 
 

く
て
も
で
き
る
山
行
形
態
だ
と
思
い
ま
す
。
ズ
ツ
ポ
や
 
 

わ
か
ん
で
は
苦
し
い
ラ
ッ
セ
ル
も
ス
キ
ー
な
ら
楽
チ
ン
で
 
 

す
。
つ
ま
り
老
人
向
け
雪
山
登
山
方
法
で
す
。
わ
が
山
 
 

岳
会
の
（
よ
そ
も
そ
う
で
し
ょ
う
が
）
高
齢
化
を
考
え
る
 
 

と
、
山
ス
キ
ー
を
始
め
る
方
は
増
え
る
に
ち
が
い
な
い
 
 

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
 
 

さ
て
、
リ
ス
ク
を
解
説
し
た
以
上
、
次
は
山
ス
キ
ー
の
 
 

お
も
し
ろ
さ
を
述
べ
る
の
が
筋
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
こ
 
 

れ
は
お
も
し
ろ
い
か
ら
お
も
し
ろ
い
の
だ
！
！
！
と
い
 
 

う
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
ス
キ
ー
は
お
も
し
ろ
い
と
思
い
 
 

ま
す
。
そ
れ
だ
け
な
ら
ゲ
レ
ン
デ
で
滑
っ
て
い
れ
ば
よ
ほ
 
 

－
を
続
け
て
い
ま
す
。
 
 
 

こ
と
し
は
G
W
で
も
か
な
り
雪
が
多
く
て
、
谷
底
を
 
 

歩
い
て
い
る
と
両
岸
の
雪
面
に
亀
裂
が
た
く
さ
ん
あ
り
 
 

ま
し
た
。
こ
の
亀
裂
が
崩
壊
す
る
か
否
か
は
多
く
は
運
 
 

の
問
題
だ
と
思
い
ま
す
が
、
や
ば
そ
う
な
と
こ
ろ
は
早
 
 

く
通
り
過
ぎ
る
の
が
原
則
で
す
。
 
 
 

も
う
ひ
と
つ
の
リ
ス
ク
は
滑
落
で
す
。
ス
キ
ー
技
術
 
 

を
磨
く
こ
と
と
実
力
以
上
の
無
理
を
し
な
い
こ
と
で
こ
 
 

れ
は
防
げ
ま
す
。
山
ス
キ
ー
に
必
要
な
最
低
の
ス
キ
ー
 
 

技
術
は
ゲ
レ
ン
デ
の
上
級
者
斜
面
を
ど
ん
な
条
件
の
と
 
 

き
で
も
、
つ
ま
り
ア
イ
ス
バ
ー
ン
な
ど
で
も
転
倒
せ
ず
 
 

に
滑
れ
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
滑
り
方
は
問
い
ま
 
 

せ
ん
。
最
近
は
ス
キ
ー
の
用
具
が
改
良
さ
れ
て
、
上
記
 
 

の
技
術
程
度
な
ら
す
ぐ
に
獲
得
で
き
る
よ
う
で
す
。
と
 
 

く
に
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
方
は
す
ぐ
に
う
ま
く
な
り
ま
す
。
 
 

あ
と
は
転
倒
す
る
と
き
に
は
山
側
に
転
ぶ
こ
と
、
ま
ち
 
 

が
っ
て
谷
側
に
転
ん
だ
と
き
は
素
早
く
ス
キ
ー
を
谷
側
 
 

に
持
っ
て
く
る
よ
う
に
鍛
え
る
こ
と
で
す
。
 
 

ど
安
全
で
す
。
な
に
を
好
き
こ
の
ん
で
山
の
上
ま
で
歩
 
 

い
て
登
り
、
危
険
を
冒
し
て
滑
る
の
か
。
そ
も
そ
も
山
登
 
 

り
の
な
に
が
お
も
し
ろ
い
の
か
な
ど
説
明
不
可
能
で
す
。
 
 

ま
あ
、
こ
の
あ
た
り
の
訳
の
わ
か
ら
な
い
お
も
し
ろ
さ
 
 

は
山
岳
会
の
方
な
ら
わ
か
る
で
し
ょ
う
。
 
 
 

山
ス
キ
ー
ヤ
ー
の
間
で
は
「
パ
ウ
中
」
と
い
う
こ
と
ば
 
 

が
あ
り
ま
す
。
パ
ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー
中
毒
で
す
。
新
雪
の
フ
 
 

カ
フ
カ
は
滑
る
と
浮
揚
感
が
な
ん
と
も
い
え
な
い
快
感
 
 

で
す
。
最
近
の
ス
キ
ー
板
の
進
歩
で
新
雪
を
滑
る
こ
と
 
 

は
ご
く
容
易
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
昔
は
こ
の
た
め
 
 

に
技
術
を
磨
い
た
の
に
無
駄
に
な
っ
た
気
が
し
ま
す
。
 
 

「
パ
ウ
中
」
は
山
ス
キ
ー
の
ひ
と
つ
の
楽
し
み
と
い
え
る
 
 

で
し
ょ
う
が
、
こ
れ
に
は
い
っ
そ
う
の
雪
崩
の
リ
ス
ク
が
 
 

付
い
て
き
ま
す
。
 
 
 

さ
ら
に
最
近
は
叙
岳
の
頂
上
か
ら
滑
る
く
ら
い
は
日
 
 

常
茶
飯
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
鹿
島
槍
北
 
 

壁
や
滝
谷
、
北
岳
バ
ッ
ト
レ
ス
で
も
雪
さ
え
あ
れ
ば
ど
こ
 
 

で
も
滑
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
い
よ
い
よ
危
険
な
世
 
 

界
だ
と
思
い
ま
す
が
、
こ
う
し
た
エ
ク
ス
ト
リ
ー
ム
ス
キ
 
 

ー
も
山
ス
キ
ー
の
ひ
と
つ
の
方
向
性
の
よ
う
で
す
。
若
 
 

い
現
役
の
諸
君
は
技
術
を
磨
い
て
挑
戦
し
て
は
ど
う
で
 
 

し
ょ
う
か
。
 
 

．
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八
十
八
歳
の
母
の
介
護
の
た
め
、
一
 
 

カ
月
に
八
日
間
の
高
知
暮
ら
し
が
始
ま
 
 

っ
て
一
年
に
な
る
。
会
社
は
よ
く
休
ま
 
 

し
て
く
れ
て
い
る
と
思
う
。
当
然
、
城
 
 

に
な
っ
て
し
か
る
べ
き
だ
が
、
小
さ
い
 
 

会
社
で
そ
れ
な
り
に
必
要
と
さ
れ
て
い
 
 

る
の
だ
ろ
う
。
安
い
給
料
が
一
段
と
少
 
 

な
く
な
っ
て
、
ヨ
ッ
ト
の
維
持
も
ま
ま
 
 

な
ら
ん
。
ま
あ
、
暢
気
な
身
分
と
言
え
 
 

ば
、
言
え
な
い
こ
と
も
な
い
け
れ
ど
。
 
 
 

こ
の
休
暇
を
活
か
さ
ね
ば
と
考
え
、
 
 

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
高
知
に
置
い
て
、
 
 

原
稿
書
き
に
励
も
う
と
思
っ
た
。
「
叙
沢
 
 

幻
視
行
」
の
た
め
の
資
料
は
ほ
と
ん
ど
 
 

集
め
た
し
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
幾
つ
か
 
 

録
音
し
た
し
、
資
料
を
読
み
な
が
ら
原
 
 

稿
も
3
0
0
枚
ほ
ど
書
き
溜
め
た
が
、
 
 

新
た
な
資
料
が
出
て
く
る
し
、
書
き
た
 
 

い
こ
と
が
増
え
て
き
て
、
ゴ
ー
ル
は
は
 
 

駆
り
立
て
ら
れ
る
も
の
 
 

和
田
楓
志
 
 る
か
彼
方
、
遠
の
く
ば
か
り
だ
。
も
う
 
 

一
つ
の
評
論
と
い
う
か
伝
記
と
い
う
か
、
 
 

ハ
ロ
ル
ド
二
丁
イ
ル
マ
ン
と
今
西
錦
司
 
 

の
比
較
論
を
書
こ
う
と
準
備
し
て
い
て
、
 
 

こ
ち
ら
も
資
料
集
め
を
始
め
た
。
ひ
ょ
 
 

ん
な
こ
と
で
、
大
阪
山
の
会
の
大
西
保
 
 

さ
ん
か
ら
貴
重
な
蔵
書
を
借
り
る
こ
と
 
 

が
で
き
た
。
彼
は
、
知
る
人
ぞ
知
る
山
 
 

岳
探
棉
関
係
の
洋
書
コ
レ
ク
タ
ー
で
、
 
 

膨
大
な
外
国
文
献
の
蔵
書
の
中
に
テ
イ
 
 

ル
マ
ン
が
著
し
た
書
籍
や
テ
イ
ル
マ
ン
 
 

に
関
す
る
著
書
が
収
集
さ
れ
て
い
た
。
 
 

ほ
と
ん
ど
が
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
の
出
 
 

版
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
す
べ
て
約
2
 
 

0
冊
程
が
今
私
の
手
元
に
あ
り
、
高
知
 
 

で
少
し
つ
づ
読
も
う
と
意
気
込
ん
で
も
 
 

い
た
。
 
 
 

と
こ
ろ
が
で
あ
る
。
母
の
介
護
も
執
 
 

筆
も
翻
訳
も
す
べ
て
吹
っ
飛
ん
で
し
ま
 
 

っ
た
。
た
ま
た
ま
集
ま
っ
た
ミ
ニ
同
窓
 
 

会
で
初
恋
の
人
に
出
会
い
、
ピ
ク
ニ
ッ
 
 

ク
、
宴
会
、
花
見
と
青
春
時
代
に
逆
戻
 
 

り
し
て
し
ま
っ
た
。
彼
女
た
ち
の
絵
を
 
 

描
い
た
り
詩
を
書
い
た
り
、
心
は
そ
ぞ
 
 

ろ
で
勉
強
や
介
護
な
ど
そ
っ
ち
の
け
、
 
 

女
と
酒
の
遊
行
三
昧
（
大
袈
裟
な
）
、
ヨ
 
 

ッ
ト
で
高
知
に
帰
省
し
て
、
姉
た
ち
に
 
 

介
護
を
真
剣
に
や
る
気
は
あ
る
の
か
と
 
 

非
難
さ
れ
る
始
末
。
ど
こ
に
幸
せ
が
転
 
 

が
っ
て
い
る
か
、
思
い
も
依
ら
な
い
こ
 
 

と
で
、
母
の
認
知
症
に
感
謝
す
る
毎
日
 
 

で
あ
る
。
確
か
に
僕
は
転
ん
で
も
、
た
 
 

だ
で
は
起
き
な
い
タ
イ
プ
だ
。
人
生
最
 
 

高
の
一
年
で
あ
っ
た
と
言
い
た
い
桂
だ
。
 
 

幸
福
、
希
望
、
夢
、
言
葉
は
色
々
だ
が
、
 
 

人
生
を
設
計
す
る
に
当
た
っ
て
、
人
は
 
 

こ
れ
ら
に
目
標
値
を
与
え
構
想
す
る
。
 
 

こ
の
一
年
の
充
実
し
た
日
々
が
も
た
ら
 
 

し
た
も
の
は
何
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
 
 

実
は
何
も
な
い
。
何
も
な
い
の
は
当
 
 

然
で
、
私
は
人
生
設
計
と
言
う
も
の
を
 
 

も
っ
た
こ
と
が
な
く
、
い
き
あ
た
り
ば
 
 

っ
た
り
で
剰
那
的
に
生
き
て
来
た
か
ら
、
 
 

睾
符
を
し
て
い
る
啓
り
し
て
息
び
逢
い
）
 
 

今
に
始
ま
っ
た
こ
と
で
は
な
い
の
だ
。
 
 

気
が
付
け
ば
、
ラ
ン
タ
ン
・
リ
ル
ン
の
 
 

頂
上
で
感
じ
た
あ
の
感
動
（
い
や
、
正
 
 

し
い
言
葉
で
は
な
い
。
エ
ク
ス
タ
シ
ー
、
 
 

ナ
チ
ョ
ラ
ル
ハ
イ
、
ニ
ル
ヴ
ァ
ー
ナ
、
 
 

叫
び
た
い
よ
う
な
涙
が
止
ま
ら
な
い
興
 
 

奮
、
身
体
が
浮
遊
す
る
よ
う
な
快
感
）
 
 

は
跡
形
も
な
く
消
え
失
せ
て
、
い
っ
た
 
 

い
ど
こ
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
。
ヒ
 
 

マ
ラ
ヤ
の
い
く
つ
か
の
頂
で
、
靭
沢
大
 
 

滝
で
、
氷
雪
の
峰
で
感
じ
た
あ
の
興
奮
 
 

は
も
う
手
に
入
る
こ
と
は
な
い
の
か
。
 
 

ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
、
駆
り
立
て
る
も
の
と
 
 

は
い
っ
た
い
何
も
の
な
の
か
。
冗
談
で
 
 

山
を
登
っ
て
来
た
は
ず
で
は
な
か
っ
た
 
 

の
に
、
今
の
生
活
に
は
ま
っ
た
く
見
当
 
 

た
ら
な
い
。
 
 
 

ぬ
る
ま
湯
の
よ
う
な
快
楽
に
身
を
沈
 
 

め
て
い
る
喜
び
は
次
第
に
息
苦
し
く
な
 
 

っ
て
く
る
。
こ
の
ま
ま
諦
観
と
安
住
の
 
 

中
で
自
足
し
て
ゆ
く
の
だ
ろ
う
か
。
駆
 
 

り
立
て
る
も
の
の
正
体
は
理
解
し
て
い
 
 

る
が
、
駆
り
立
て
ら
れ
る
我
が
心
が
分
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「
青
春
は
失
わ
れ
た
国
だ
。
そ
こ
に
 
 

は
不
安
の
道
、
幻
覚
の
宿
屋
、
苦
悩
の
 
 

城
、
空
中
楼
閣
の
宮
殿
、
危
険
な
初
恋
 
 

の
場
所
な
ど
が
あ
る
」
と
イ
ブ
・
モ
ン
 
 

タ
ン
は
言
う
が
、
青
春
と
は
、
駆
り
立
 
 

か
ら
な
い
。
い
っ
た
い
、
何
を
ど
う
し
 
 

た
い
の
か
、
衰
え
つ
つ
あ
る
肉
体
と
根
 
 

気
の
失
わ
れ
た
精
神
が
慰
め
合
っ
て
い
 
 

る
。
も
と
よ
り
、
目
標
と
言
う
べ
き
も
 
 

の
は
な
い
。
目
標
と
お
ぽ
し
き
も
の
も
 
 

霞
ん
で
遠
の
く
ば
か
り
で
、
妄
想
ば
か
 
 

り
が
膨
ら
ん
で
行
く
。
妄
想
で
自
分
を
 
 

慰
め
る
こ
と
は
悪
く
は
な
い
。
し
か
し
、
 
 

禿
げ
で
ぶ
、
ア
ル
中
、
リ
ス
ト
ラ
直
前
 
 

の
私
が
青
春
で
あ
ろ
う
は
ず
は
な
く
、
 
 

ま
し
て
や
、
初
恋
の
人
（
彼
女
は
人
生
 
 

や
り
直
す
に
＋
分
過
ぎ
る
美
貌
を
も
っ
 
 

て
い
る
）
と
ど
う
な
る
訳
で
も
さ
ら
に
 
 

な
く
、
た
だ
鬱
々
と
し
て
享
楽
の
日
々
 
 

を
過
ご
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
 
 

（
満
足
l
ユ
好
奇
心
の
相
補
だ
）
 
 

て
ら
れ
る
何
か
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
を
 
 

克
服
し
て
行
く
そ
の
過
程
そ
の
も
の
だ
。
 
 

白
秋
こ
そ
失
わ
れ
た
国
だ
。
頼
る
べ
き
 
 

駆
り
立
て
ら
れ
る
何
か
が
な
い
。
経
験
 
 

は
生
存
の
技
術
を
高
め
て
危
険
を
回
避
 
 

さ
せ
る
が
、
危
険
の
裏
側
に
潜
む
快
楽
 
 

は
見
落
と
し
て
し
亭
つ
。
無
鉄
砲
の
躍
 
 

動
感
も
失
っ
て
し
ま
う
。
た
だ
青
春
も
 
 

ど
き
を
楽
し
み
な
が
ら
、
青
春
と
は
似
 
 

て
も
似
つ
か
ぬ
平
安
に
酔
っ
て
い
る
だ
 
 

け
な
の
だ
。
 
 
 

「
希
望
は
不
幸
な
人
間
の
第
二
の
魂
 
 

で
あ
る
」
（
ゲ
ー
テ
）
と
言
う
な
ら
、
失
 
 

望
は
幸
福
な
人
間
の
第
二
の
魂
と
言
う
 
 

こ
と
に
な
刃
は
し
な
い
か
。
駆
り
立
て
 
 

ら
れ
る
も
の
の
記
憶
も
も
な
く
、
来
し
 
 

方
を
後
悔
と
愚
痴
で
過
ご
し
て
来
た
人
 
 

間
こ
そ
が
幸
福
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
 
 

そ
う
い
う
人
に
限
っ
て
、
「
人
間
の
幸
福
 
 

は
自
由
の
中
に
存
在
す
る
の
で
は
な
く
、
 
 

義
務
の
甘
受
の
中
に
存
在
す
る
」
（
ア
ン
 
 

ド
レ
∴
ン
イ
ド
）
と
で
も
言
い
出
し
そ
 
 

う
だ
。
私
な
ら
「
そ
の
通
り
、
自
由
は
 
 

ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
の
世
界
を
垣
間
見
た
 
 

我
々
は
何
を
し
て
も
満
足
す
る
こ
と
が
 
 

で
き
な
い
で
、
何
か
を
求
め
続
け
て
い
 
 

る
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
「
恋
に
お
け
る
 
 

貞
節
と
は
、
欲
情
が
怠
け
て
い
る
だ
け
 
 

だ
」
（
ア
ン
ド
レ
・
レ
ニ
エ
）
の
言
葉
は
 
 

ま
っ
た
く
正
し
い
。
我
々
は
訳
知
り
に
 
 

な
っ
て
は
い
け
な
い
。
も
っ
と
欲
望
に
 
 

忠
実
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
知
性
と
 
 

理
性
の
不
足
が
青
春
の
特
権
で
あ
る
の
 
 

な
ら
、
知
性
の
慣
性
的
な
不
足
は
仕
方
 
 

な
い
と
し
て
も
、
理
性
的
に
生
き
て
来
 
 

た
我
々
は
も
う
少
し
ハ
メ
を
外
し
て
い
 
 

悪
徳
の
中
に
い
る
こ
と
を
好
む
」
と
皮
 
 

肉
を
言
い
た
く
な
る
。
確
か
に
不
幸
は
 
 

自
分
で
作
る
こ
と
が
多
い
が
、
幸
せ
は
 
 

向
こ
う
か
ら
や
っ
て
く
る
こ
と
の
方
が
 
 

多
い
よ
う
な
気
が
す
る
、
そ
れ
も
突
然
 
 

。
 
 

（
不
幸
の
應
由
は
優
に
あ
り
、
 
 

幸
棉
の
理
由
は
君
に
あ
る
）
 
 

い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ア
ル
ピ
ニ
 
 

ズ
ム
は
そ
う
励
ま
し
て
く
れ
て
い
る
よ
 
 

う
な
気
が
す
る
。
 
 
 

青
春
の
特
徴
は
肉
体
に
あ
る
と
思
う
。
 
 

サ
ミ
エ
ル
・
ウ
ル
マ
ン
の
「
青
春
と
は
」
 
 

（
新
井
満
訳
）
は
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
で
ち
 
 

ょ
っ
と
感
動
し
て
し
ま
っ
た
が
、
精
神
 
 

性
を
強
く
出
し
す
ぎ
て
い
て
、
逆
に
人
 
 

生
す
べ
て
気
分
次
第
で
青
春
っ
て
な
具
 
 

合
い
に
理
解
さ
れ
そ
う
で
（
実
際
そ
う
 
 

か
も
し
れ
な
い
）
、
青
春
が
の
っ
ペ
ら
ぼ
 
 

う
に
な
る
危
険
性
が
あ
る
。
心
が
求
め
 
 

る
以
上
に
身
体
が
求
め
る
、
そ
う
い
う
 
 

行
為
、
青
春
は
や
っ
ば
り
初
恋
だ
。
そ
 
 

う
い
う
意
味
で
、
初
登
頂
は
象
徴
的
だ
。
 
 

未
経
験
な
何
か
に
出
会
い
、
新
し
い
体
 
 

験
を
す
る
そ
の
過
程
そ
の
も
の
が
青
春
 
 

だ
と
言
え
る
。
青
春
は
満
た
さ
れ
な
い
 
 

も
の
の
中
に
存
在
す
る
、
と
言
え
る
の
 
 

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
と
す
れ
ば
、
青
 
 

春
を
謳
歌
す
る
と
言
う
言
葉
は
、
青
春
 
 

が
終
わ
っ
た
者
が
思
う
郷
愁
に
過
ぎ
な
 
 

い
こ
と
に
な
る
。
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話
が
恋
な
の
か
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
な
の
 
 

か
分
か
ら
な
く
な
っ
て
き
た
。
つ
ま
り
、
 
 

熱
中
で
き
る
何
か
が
欲
し
い
の
だ
。
欲
 
 

得
打
算
望
み
な
し
、
前
後
不
覚
無
我
夢
 
 

中
、
妄
想
腰
臓
五
里
霧
中
で
、
な
り
ふ
 
 

り
か
ま
わ
ず
突
っ
走
り
た
い
。
そ
う
い
 
 

う
も
の
が
ど
こ
か
に
落
ち
て
な
い
だ
ろ
 
 

う
か
。
知
識
が
あ
り
、
思
い
や
り
や
物
 
 

事
を
見
通
す
才
覚
が
あ
っ
て
、
つ
ま
り
 
 

分
別
が
あ
っ
て
、
己
を
律
す
る
こ
と
が
 
 

で
き
た
と
し
て
も
、
青
春
の
オ
ル
ガ
ズ
 
 

ム
は
手
に
入
ら
な
い
の
は
百
も
承
知
、
 
 

利
性
と
痴
性
ば
か
り
に
飼
い
馴
ら
さ
れ
 
 

た
大
人
の
社
会
を
脱
皮
し
て
、
青
春
の
 
 

荒
海
に
再
船
出
で
き
な
い
も
の
だ
ろ
う
 
 

か
。
 
 
 

私
が
よ
く
使
う
造
語
で
「
肉
体
の
作
 
 

法
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
今
西
と
テ
 
 

イ
ル
マ
ン
を
比
較
し
て
み
る
と
、
肉
体
 
 

（
婁
は
三
つ
の
享
で
表
せ
ら
れ
る
、
 
 

僕
、
君
、
患
）
 
 

の
作
法
に
殉
じ
た
の
は
テ
イ
ル
マ
ン
の
 
 

方
だ
。
晩
年
の
両
者
に
お
け
る
、
今
西
 
 

の
l
ニ
角
点
漁
り
と
テ
イ
ル
マ
ン
の
高
緯
 
 

度
海
域
の
小
型
帆
船
航
海
と
で
は
、
肉
 
 

体
の
活
躍
す
る
比
重
に
か
な
り
の
差
が
 
 

あ
る
。
同
時
代
に
生
き
た
二
人
は
全
く
 
 

遣
う
登
山
思
想
を
持
っ
て
い
た
よ
う
に
 
 

思
う
。
家
庭
と
社
会
的
地
位
と
尊
敬
を
 
 

勝
ち
得
て
、
ベ
ッ
ド
で
死
ん
だ
知
の
巨
 
 

人
今
西
と
、
独
身
で
人
嫌
い
で
鷲
樗
の
 
 

人
生
を
歩
み
、
南
極
の
海
に
消
え
た
孤
 
 

高
の
探
検
登
山
家
テ
イ
ル
マ
ン
と
、
そ
 
 

の
対
比
は
象
徴
的
だ
。
駆
り
立
て
ら
れ
 
 

る
も
の
は
、
精
神
よ
り
肉
体
に
作
用
す
 
 

る
方
が
よ
り
ピ
ュ
ア
ー
な
感
じ
が
す
る
。
 
 

二
人
の
登
山
家
人
生
を
考
え
て
い
る
と
、
 
 

そ
こ
に
ぶ
ち
当
た
る
。
 
 

ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
は
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
よ
 
 

り
第
一
バ
イ
オ
リ
ン
、
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
 
 

（
精
神
は
肉
体
も
仇
改
す
る
の
に
、
 
 

肉
体
は
辛
に
頼
ら
な
い
）
 
 

よ
り
主
演
女
優
で
あ
る
べ
き
だ
。
私
の
 
 

好
き
な
登
山
家
の
一
人
で
あ
る
古
川
正
 
 

博
は
、
か
つ
て
「
自
分
を
一
個
の
芸
術
 
 

作
品
た
ら
し
め
た
い
」
と
言
っ
た
。
タ
 
 

イ
ル
職
人
で
あ
っ
た
彼
の
山
に
対
す
る
 
 

一
途
さ
が
そ
う
言
わ
し
め
た
の
で
あ
ろ
 
 

う
。
恥
じ
ら
い
も
な
く
そ
う
言
え
る
真
 
 

剣
さ
が
眩
し
い
。
 
 
 

三
角
点
の
登
頂
回
数
で
あ
っ
た
り
、
 
 

最
高
峰
の
最
年
長
記
録
で
あ
っ
た
り
、
 
 

最
短
時
間
登
頂
で
あ
っ
た
り
、
既
に
登
 
 

山
と
は
言
い
難
い
末
期
的
症
状
が
話
題
 
 

に
な
る
昨
今
、
私
は
偉
大
な
先
人
た
ち
 
 

に
寄
り
添
う
こ
と
で
不
快
感
を
静
め
て
 
 

い
る
。
山
が
変
わ
っ
た
の
で
は
な
い
、
 
 

人
が
変
わ
っ
た
の
だ
。
彼
ら
の
よ
う
に
 
 

臭
っ
す
ぐ
な
陸
で
山
を
眺
め
て
い
た
い
。
 
 

私
の
身
体
と
好
裔
心
は
山
で
鍛
え
ら
れ
 
 

た
。
書
斎
に
山
積
み
し
て
い
る
山
岳
図
 
 

書
や
航
海
記
が
私
を
誘
う
。
色
ぽ
け
し
 
 

て
い
る
場
合
じ
ゃ
な
か
ろ
う
。
駆
り
立
 
 

て
ら
れ
る
も
の
、
そ
れ
は
心
に
浮
か
ん
 
 

だ
だ
け
で
は
だ
め
だ
。
肉
体
に
語
ら
さ
 
 

な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
。
し
か
し
、
肉
 
 

体
の
独
善
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
山
 
 

登
り
の
主
人
公
が
あ
く
ま
で
も
山
で
あ
 
 

り
、
初
恋
の
主
人
公
が
あ
く
ま
で
も
マ
 
 

ダ
ム
・
パ
ス
テ
ル
で
あ
る
よ
う
に
。
 
 
 

西
行
は
詠
う
「
吉
野
山
去
年
の
し
を
 
 

り
の
道
か
え
て
 
ま
だ
見
ぬ
か
た
の
花
 
 

を
た
づ
ね
む
」
、
吉
野
山
を
自
然
に
、
花
 
 

を
駆
り
立
て
る
も
の
に
言
い
換
え
れ
ば
、
 
 

西
行
の
気
持
ち
に
近
づ
け
そ
う
に
思
う
。
 
 

こ
の
大
自
然
、
い
ま
ま
で
と
は
違
っ
た
 
 

視
点
や
や
り
方
で
、
ま
だ
見
た
こ
と
も
 
 

な
い
山
や
海
を
尋
ね
て
み
た
い
。
き
っ
 
 

と
素
晴
ら
し
い
世
界
に
出
会
え
る
に
ち
 
 

が
い
な
い
と
。
 
 

0
6
年
5
月
2
0
日
・
 
 

（
山
溝
に
学
び
し
体
を
掃
ち
て
よ
り
 
 

オ
轟
き
重
き
身
を
嘆
か
ざ
り
け
り
）
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山
岳
写
真
 
 
 

フ
ォ
ト
∴
ジ
ェ
ニ
ツ
タ
と
は
？
 
 

小
林
 
深
 
 
 

山
岳
写
真
を
始
め
て
も
う
8
年
も
経
ち
ま
し
た
。
 
 

最
近
は
あ
ま
り
思
う
よ
う
な
写
真
が
撮
れ
な
く
て
 
 

一
寸
中
だ
る
み
と
言
う
か
、
足
踏
み
状
態
に
な
っ
て
 
 

い
ま
す
。
そ
ん
な
時
に
、
土
門
拳
の
本
を
読
ん
で
い
 
 

た
ら
次
の
よ
う
な
記
述
に
出
会
い
、
少
し
考
え
込
ん
 
 

で
し
ま
い
ま
し
た
。
 
 
 

「
カ
メ
ラ
の
メ
カ
l
貢
ム
に
よ
る
、
自
然
な
肉
血
の
印
 
 

象
以
上
の
、
或
い
は
以
下
の
写
リ
オ
、
モ
れ
が
い
わ
ゆ
る
 
 

フ
ォ
ト
・
ジ
ェ
ニ
ツ
タ
効
果
と
甘
わ
れ
る
も
の
で
あ
 
 

る
。
‥
‥
中
略
‥
‥
 
 
 

ぽ
く
た
ち
職
業
写
鼻
ま
の
鳩
舎
は
、
あ
る
l
つ
の
モ
 
 

チ
ー
フ
か
ら
引
き
出
せ
る
フ
ォ
ト
ジ
ェ
ニ
ッ
ク
な
可
騰
性
 
 

が
、
l
枚
【
枚
の
写
暮
と
し
て
、
時
間
的
に
も
空
間
的
 
 

に
も
際
限
な
く
甘
に
薄
か
ん
で
く
る
の
だ
。
」
 
 
 

カ
メ
ラ
の
 
「
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
よ
る
効
果
」
と
は
、
 
 

シ
ャ
ッ
タ
ー
速
度
と
か
絞
り
、
レ
ン
ズ
の
長
短
、
カ
 
 

メ
ラ
ア
ン
グ
ル
や
ポ
ジ
シ
ョ
ン
、
被
写
体
と
の
距
離
 
 

な
ど
に
よ
り
、
肉
眼
で
見
て
い
る
印
象
と
は
大
き
く
 
 

白
い
線
に
な
っ
て
写
り
ま
す
。
ま
た
、
同
じ
被
写
体
 
 

を
同
じ
画
角
で
撮
っ
て
も
広
角
レ
ン
ズ
と
望
遠
レ
 
 

ン
ズ
と
で
は
、
印
象
が
ガ
ラ
リ
と
変
わ
っ
て
し
ま
い
 
 

ま
す
。
そ
う
し
た
効
果
に
よ
り
、
実
際
に
見
た
以
上
 
 

の
素
晴
ら
し
い
印
象
を
与
え
る
写
真
が
撮
れ
た
り
、
 
 

逆
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。
そ
れ
を
フ
ォ
ト
ジ
ェ
ニ
ッ
 
 

ク
効
果
と
云
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
一
寸
カ
メ
ラ
を
 
 

や
っ
た
人
な
ら
誰
で
も
知
っ
て
い
る
こ
と
で
す
が
、
 
 

こ
の
文
章
を
読
ん
で
、
改
め
て
色
々
考
え
さ
せ
ら
れ
 
 

て
し
ま
い
ま
し
た
。
 
 
 

振
り
返
っ
て
み
て
、
非
常
に
感
動
し
た
風
景
は
決
 
 

し
て
そ
の
通
り
に
は
撮
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
通
 
 

り
ど
こ
ろ
か
、
プ
リ
ン
ト
さ
れ
た
画
像
を
見
た
と
き
 
 

に
は
ガ
ツ
カ
リ
さ
せ
ら
れ
、
大
い
な
る
落
胆
ば
か
り
 
 

し
て
い
ま
し
た
。
感
動
し
た
印
象
と
は
、
は
る
か
に
 
 

及
ば
な
い
写
真
し
か
写
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
 
 

り
ま
す
。
そ
の
度
に
、
腕
の
未
熟
さ
と
写
真
の
難
し
 
 

異
な
っ
た
印
象
に
写
る
こ
 
 

と
を
云
い
ま
す
。
例
え
ば
 
 

降
っ
て
い
る
雪
を
高
速
シ
 
 

ャ
ッ
タ
1
で
写
す
と
白
い
 
 

点
と
な
り
ま
す
が
、
ス
ロ
 
 

ー
 
シ
ャ
ッ
タ
ー
で
写
す
と
 
 

さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
現
場
を
見
 
 

て
い
な
い
人
に
は
、
多
少
は
良
い
写
真
に
見
え
る
ら
 
 

し
い
の
で
し
た
。
 
 
 

感
動
を
呼
ぶ
風
景
と
は
、
自
然
の
作
り
上
げ
た
完
 
 

壁
な
芸
術
品
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。
人
間
に
よ
る
下
 
 

手
な
小
細
工
な
ど
入
り
込
む
余
地
は
残
さ
れ
て
い
 
 

な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
カ
メ
ラ
に
よ
る
フ
ォ
ト
 
 

ジ
ェ
ニ
ッ
ク
効
果
が
入
り
込
む
と
、
折
角
の
完
壁
な
 
 

る
芸
術
品
を
壊
し
て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
。
 
 
 

写
真
と
は
、
如
何
な
る
フ
ォ
ト
ジ
ェ
ニ
ッ
ク
効
果
 
 

も
排
除
し
て
、
そ
の
ま
ま
そ
の
美
し
さ
を
再
現
す
る
 
 

こ
と
は
原
理
的
に
不
可
能
な
の
で
あ
り
ま
す
。
人
間
 
 

の
目
玉
は
水
平
に
二
個
付
い
て
い
ま
す
が
、
カ
メ
ラ
 
 

は
単
眼
で
あ
り
ま
す
。
単
眼
で
は
二
次
元
平
面
に
圧
 
 

縮
し
た
平
面
像
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
 
 

で
、
見
た
通
り
の
ま
ま
の
印
象
は
印
画
紙
上
で
再
現
 
 

不
能
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
決
し
て
 
 

感
動
は
そ
の
ま
ま
再
現
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
っ
た
く
同
 
 

じ
感
動
を
得
る
に
は
、
三
次
元
空
間
で
ま
っ
た
く
同
 
 

じ
情
景
を
再
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
で
 
 

す
か
ら
、
実
際
は
も
っ
と
も
っ
と
凄
か
っ
た
と
な
っ
 
 

て
し
ま
い
、
撮
っ
た
本
人
に
は
物
足
り
な
い
作
品
に
 
 

し
か
見
え
な
い
の
で
す
。
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フ
ォ
ト
ジ
ェ
ニ
ッ
ク
効
果
を
一
切
排
除
し
て
撮
 
 

る
こ
と
が
出
来
な
い
以
上
、
自
分
が
受
け
た
印
象
の
 
 

ま
ま
を
再
現
し
た
い
と
思
う
こ
と
自
体
が
、
も
し
か
 
 

し
た
ら
間
違
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
と
こ
 
 

ろ
が
プ
ロ
写
真
家
の
手
に
な
る
と
、
フ
ォ
ト
ジ
ェ
ニ
 
 

ッ
ク
効
果
を
使
っ
て
、
完
壁
な
風
景
で
あ
っ
て
も
実
 
 

際
に
見
た
以
上
に
素
晴
ら
し
い
印
象
を
与
え
る
作
 
 

品
に
仕
上
げ
て
し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
は
実
 
 

際
に
見
た
ま
ま
の
情
景
と
は
異
な
る
美
し
さ
を
引
 
 

き
出
し
た
作
品
な
の
で
あ
り
ま
す
。
 
 

一
方
で
は
、
大
し
て
感
動
の
な
か
っ
た
風
景
、
つ
 
 

い
で
に
撮
っ
て
し
ま
っ
た
風
景
を
プ
リ
ン
ト
し
て
、
 
 

全
く
予
期
し
な
い
素
晴
ら
し
い
写
真
が
写
っ
て
い
 
 

て
、
ビ
ッ
ク
リ
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
ご
く
稀
に
起
き
 
 

ま
す
。
フ
ォ
ト
ジ
ェ
ニ
ッ
ク
効
果
に
よ
っ
て
、
思
い
 
 

も
よ
ら
な
い
映
像
が
フ
ィ
ル
ム
上
に
結
像
し
て
い
 
 

た
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
結
果
を
予
測
し
て
撮
っ
 
 

た
も
の
で
は
な
く
て
、
技
術
の
下
手
さ
か
ら
偶
然
に
 
 

生
ま
れ
た
フ
ォ
ト
ジ
ェ
ニ
ッ
ク
効
果
の
賜
物
な
の
 
 

で
あ
り
ま
し
た
。
 
 
 

ア
マ
チ
ュ
ア
に
と
っ
て
完
璧
な
風
景
を
そ
れ
以
 
 

上
に
写
す
こ
と
は
至
難
で
す
が
、
完
壁
で
な
い
風
景
 
 

の
場
合
は
フ
ォ
ト
ジ
ェ
ニ
ッ
ク
効
果
が
バ
カ
当
た
 
 

っ
た
の
で
す
。
と
く
に
、
海
外
 
 

に
出
て
二
度
と
出
会
え
な
い
 
 

風
景
だ
と
思
う
と
、
ど
う
し
て
 
 

も
い
ろ
ん
な
条
件
で
損
っ
て
、
 
 

外
れ
の
な
い
よ
う
に
し
た
い
 
 

と
や
た
ら
と
沢
山
撮
っ
て
し
 
 

り
す
る
こ
と
が
ご
く
稀
に
起
き
る
よ
う
な
の
で
す
。
 
 

そ
の
結
果
と
し
て
、
隠
れ
て
い
た
美
し
さ
が
前
面
に
 
 

引
き
出
さ
れ
て
く
る
こ
と
が
起
き
て
し
ま
う
の
で
 
 

す
。
 
 
 

重
い
カ
メ
ラ
を
担
い
で
何
度
山
を
登
っ
て
も
、
素
 
 

晴
ら
し
い
光
景
に
出
会
え
る
こ
と
な
ど
滅
多
に
あ
 
 

り
ま
せ
ん
。
一
度
も
シ
ャ
ッ
タ
ー
押
さ
ず
に
、
欲
求
 
 

不
満
を
抱
え
込
ん
で
山
を
降
り
る
こ
と
も
し
ょ
つ
 
 

ち
ゅ
う
で
す
。
感
動
す
る
風
景
だ
け
を
追
い
か
け
て
 
 

い
た
の
で
は
、
滅
多
に
撮
れ
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
 
 

フ
ォ
ト
ジ
ェ
ニ
ッ
ク
効
果
を
駆
使
す
る
こ
と
に
よ
 
 

り
、
モ
チ
ー
フ
に
潜
ん
で
い
る
美
し
さ
を
引
き
出
す
 
 

能
力
が
写
真
の
決
め
手
に
な
る
わ
け
で
す
。
 
 
 

反
省
す
る
に
、
私
は
結
果
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
 
 

な
し
に
、
失
敗
を
恐
れ
て
条
件
を
振
り
回
し
て
撮
っ
 
 

て
い
た
の
で
あ
り
ま
し
た
。
一
枚
一
枚
に
ハ
ッ
キ
リ
 
 

し
た
意
図
が
入
っ
て
い
な
か
 
 

ま
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
何
の
面
白
味
も
な
い
写
真
 
 

が
フ
イ
ル
ム
一
本
続
い
て
い
て
ガ
ツ
カ
リ
さ
せ
ら
 
 

れ
る
こ
と
が
毎
度
の
ご
と
く
起
き
て
い
ま
し
た
。
コ
 
 

レ
で
は
腕
が
上
が
る
筈
な
い
と
大
い
に
ハ
ン
セ
イ
 
 

さ
せ
ら
れ
た
次
第
で
す
。
 
 
 

写
真
と
は
真
を
写
す
と
書
き
ま
す
が
、
写
真
の
場
 
 

合
の
真
と
は
そ
の
ま
ま
の
情
景
で
は
な
く
て
、
そ
こ
 
 

に
潜
ん
で
い
る
美
を
引
っ
張
り
出
し
て
写
す
と
云
 
 

う
こ
と
な
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
雄
大
な
山
々
を
前
 
 

に
し
て
、
条
件
変
え
て
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
す
だ
け
で
 
 

は
、
そ
れ
は
創
作
行
為
（
芸
術
）
で
な
く
て
コ
ピ
ー
 
 

行
為
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
写
真
は
コ
ピ
ー
で
な
 
 

く
、
イ
メ
ー
ジ
し
た
美
を
抽
出
し
、
印
画
紙
上
に
創
 
 

出
す
る
芸
術
な
の
だ
と
認
識
し
直
し
た
次
第
で
あ
 
 

り
ま
す
。
 
 
 

こ
れ
ま
で
下
手
な
鉄
砲
も
タ
マ
に
は
当
た
る
式
 
 

で
偶
然
に
頼
っ
て
撮
っ
て
い
た
私
の
写
真
は
、
芸
術
 
 

活
動
で
は
な
い
の
で
あ
り
ま
し
た
。
と
は
云
っ
て
み
 
 

た
も
の
の
、
そ
ん
な
難
し
い
こ
と
が
果
た
し
て
出
来
 
 

る
の
ヤ
ロ
カ
？
？
‥
と
思
う
と
絶
望
的
な
心
細
さ
 
 

を
感
じ
て
い
ま
す
。
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総会が開催されました！   

2006年4月22日弥生会館にて、今年も30余名の出席の下、総会が開催されました。  

幹事役貞の改選も行われ川勝会長は、留任にて副会長が長年勤めていただいた藤本氏が顧問となり、  

伴明氏、′」、笹孝氏 の2名が副会長となられました。   

伴氏の挨拶では、山岳会で今一度 8000M峰への挑戦をしてはどうかと提案がありましたが  

本人はBCまでとのおまけ付きでありました。皆さまなりの参加のあり方を御検討下さい。   

なお、会計が小松稔さんから上田忠士さんになり会費の口座も下記に変わる事になりましたのでよ  

ろしくお願いします。記号：14020 番号：38156801 口座名：大阪市立大学山岳会  

（会費は山岳部OBは年間5000円、賛助会員は年間3000円）  

幹事長ご挨拶  2006年4月22日  

佐藤・一良  

会員の皆様今日は。   

本日は約30名の会員と現役部員の方々がお集まり下さいました。ありがとう御座います。  

幹事の方から昨年度の活動報告と今年の予定を話していただきますが、私から全体的な状況を説明さ  

せていただきます。   

登山という素晴しい行為に魅せられ、大阪市大山岳部に集い、卒業して山岳会会員として年齢を重  

ねてきた仲間の方々は今も大自然の中で人生を楽しんでおられます。海外ではネパールヒマラヤ、ヨ  

ーロッパアルプス、ニュージランドなどに遊び、国内では北アルプス、中央アルプス、大台・大峰の  

沢登り、東北の山々、南九州の山々、又栂池をホームゲレンデとする4回にわたるスキー合宿など地  

球を舞台にして熟年パワーを発揮しています。  

特に仕事をリタイヤされた60歳台の方々のお元気さが際立っています。その為の体調の管理も徹底  

しておられ、いまだに禁煙の出来ない私は肩身の狭い思いで仲間に入れてもらっています。後ほど詳  

しいお話を聞けると思います。   

一昨年の宮崎君に続き、9月には山岳部部長の小林君、今年2月には私と同期でカンジロバの隊員  

であった諏訪ドクターが病気のため亡くなりました。7月には広谷東京支部長が脳血管障害、2月に  

は私が腹膜炎、3月に伴さんが硬膜下出血と大病を患う会員が続きました。つくづく健康の大切さを  

考えさせられた一年でした。   

ヒュッテ雪線は賑わっております。ただ気になるのは120名程の会貞の中で雪線を訪問してくれた  

のは30人種に過ぎないという事です。せめて半数の60名の方々が山小屋生活を楽しんでいただける  

よう皆さんのお知恵をお借りしたい。良い案がありましたら雪線を担当していただいている久保田さ  

ん、中嶋さん、兵頭さんに連絡をお願いします。また来年が設立10周年ですので記念イベントを開  

催したいと考えています。そのための準備委貞会を6月に発足させたいと思います。  

現役は法学部の関君が卒業して山岳会貞となり、現在7名です。新入部員勧誘に頑張ってくれていま  

すが入部者はまだいないようです。吉報が待たれます。山田さん、佐々木さん、伴さんが中心になっ  

て育ててくれています。  

さて今年の予定ですが企画運営幹事の方から説明があると思いますのでそちらに譲ります。  

とにかく皆さんくれぐれも健康に留意され、70歳－80歳まで大自然の中で一緒に遊びましょう。  

ありがとうございました。  

／‘   
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諏訪君を偲ぶ  

藤村 達夫  

それは突然の連絡でした。2 月も終わり頃、高校時代からの友人の竹村から自宅に電話があり、先程諏  

訝の奥さんから諏訪が亡くなったと、連絡があったと伝えた。えー、まさかと絶句した。  

私と諏訪真一さんとは大阪府立天王寺高校の山岳部で同期生として3年間過ごし。最初工学部志望の強  

請さんは一年浪人の後志営を変えられて、大阪市立大学医学部に入学。そして山岳部に私の後事として  

入部されました。  

高校時代の山仲間d人とは尊卑12月に忘年会を兼ねて旧交を哩めるのが慣わしで、昨年（2005年）  

12月にもいつもの場所に集まった。幹事・役によれば、そのときは諏訝の連事は調子が良ければ  

来るし、悪ければ乗虻いという事であった。結局、諏訪は東なかった。  

仕事先には卑8通っていると聞き、披が東なかったことをそれほど深．刺に受け止めた者はいなかった。  

一昨年（2004年）の同じ集まりの時、諏訝は突然、杖を突いて現れ、我々山仲間を甘かせた。整形  

タト科医の彼がどうしたのか、訝った。私はちゃんと認識しなかったが、後で知ると，、前立腺がんの影響  

によるものらしかった。  

汲詳とはこの疇、一昨年の12月の高校時代の山仲間の忘年合でお合いしたのが最後になった。  

私とは高叔時代は同級生、大半の山岳部は先半、後半の閲條で、披は律触に、高校の仲間の集まりでは、  

呼び捨てに、大学の山岳部の集まりでは、私をさん付けにする気配りをしていた。  

高校時代、山岳部が奇手、大阪府高体連のスキー大金に学校代衷（スキー部は無かった）で出ており、  

諏訪たけはそれまでの経験から、回転賎妓に奉加、我々は体カだけで、距離のリレーに参加。  

府タト出身者を入れた某私立高硬に歯が立たなかったが、学校の授業を公に休んで、当時曹深い、神鍋の  

民宿泊は棄しかった。  

大学時代、諏訪は我々商学部と通って忙しい、医学部の勉学の傍ら、山岳部の活動をし、医学部のラグ  

ビーに所属L．ていた。当時市大の医学部授業料は公立大学枚、私学のそれより破格に安く、それを理由  

にご母堂より小速いをせしめると話していた。その恩恵にあずかったのは私たけではない。  

お通夜の席でお母上にお合いした、私の母より、簡分お若い。何年か前、大学の同じゼミの友人も母親  

を残して先に適った。世の無常を痛切に感じた。しかし、諏済も素晴らしい息子さんを残した、遺族を  

代鼓してのりっばなご挨拶に、感銘を受け、諏苛君、心配いらん、後は息子に任せと思った。  

なお、諏訪さんは大阪市大山岳部のカンジロバヒマール遠征酸のドクターとして足跡を残されました。  

合掌  

瀧村達夫  

修   



編集後記   

山岳部出身の諸兄は、一般的なスポーツクラブの合宿は経験  

されたことがないであろう。フィールドでの練習を終えれば快  

適な風呂とエアコンの効いた部屋でくつろぐ‥・。山の中で  

はありえない空間だ。ところで、近頃の中学生も高校生も食べ  

物の好き嫌いが驚くべき状況になってきているのをご存じだ  

ろうか。今夏、高校の運動部と文化部の両方の合宿に参加した  

が、どちらでも野菜を食べられない生徒が数名。大手銀行の支  

店長の子どもいるが、親はいったい何を食べさせているのだろ  

うかと思いたくなる状況であった。野菜を箸で切り刻んで、ド  

レッシングの海に泳がせて飲み込むのである。田園風景が広が  

る合宿先の食事は鍋ものや定食でもちろん野菜がたくさん盛  

りつけられている。密菜嫌いの生徒に完食つきあうと最低1時  

間はかかる。まるで大食い選手権の決勝ラウンドの様相であ  

る。牛歩という言葉があるが、これは牛食だ。あまりの遅さに  

書物を読みながらつきあうことにした。   

彼らは、空腹の極限の状況である飢えを経殺していないから  

なのたろうか。そうだ、奴らを登山に連れていき、8時間ぐら  

い何も食べさせす歩き通Lて飢えの状況に追い込ん、下山後は  

野菜炒めとご飯だけを用意Lておく・ 。   

「野菜撞いが勉強嫌いをっくる」などという馬鹿げた本を偉  

い学者が出Lてくれないだろうか。そして、「登山が野菜嫌い  

をなくす」とセットにLてくれれば、現役部員確保もより可能  

性が高まるのではないか・ 。   

牛食の合間のうたた寝でこのような妄想に耽った。   

それにしても、健康と学力は、好き嫌いに反比例しているよ  

うな気がするからなおさらほうっておけない気がする。（八）  

山岳会（OB会）URL  http：〝ⅣWWhappy．netJOCUAC血dex．htm  

現役URL  bttp：仇間∝u批．∞一匹bp．btml  
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